
論

文
再
生
産
論
(
「
資
本
論
』

「
二
巻
三
篇
」
)

の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

は

し

が

き

第
一
章
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
お
け
る
諸
研
究
に
つ
い
て

第
一
節
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
付
論
の
考
察

第
二
節
資
本
と
収
入
等
の
交
換
に
か
ん
す
る
付
論
の
検
討

第
三
節
ケ
ネ
I
の
『
経
済
表
』
に
か
ん
す
る
「
岐
論
」
の
検
討

第
四
節
そ
の
他
の
叙
述
部
分
に
か
ん
し
て

|
i以
上
本
号
所
載

第
二
章
マ
ル
ク
ス
『
経
済
表
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

第
一
節
マ
ル
ク
ス
『
経
済
表
』
の
特
質
に
つ
い
て
(
一
)

第
二
節
マ
ル
ク
ス
『
経
済
表
』
の
特
質
合
一
)

第
三
節
『
経
済
表
』
成
立
の
「
起
点
」
は
「
地
代
論
の
完
成
」
で
あ
る
の
か

第
三
章
「
二
巻
三
篇
」
構
想
の
成
立
に
つ
い
て

第
一
節
構
想
の
成
立
時
期
に
か
ん
す
る
考
証

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
〉
の
成
立
に
つ
い
て
ハ
一
)

水

ノト、
〆口

謙

7台



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
コ
一
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

第
二
節
構
想
成
立
と
寸
四
部
作

0

フ
ラ
ン
」
と
の
関
係
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ン
問
題
と
の
関
連
に
つ
い
て

第
四
章
(
む
す
び
)
「
二
巻
一
二
篇
」
の
位
置

あ
と
が
き

は
し
が
長
』

こ
こ
で
再
生
産
論
と
い
う
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、

『
資
本
論
』

「
第
二
巻
第
三
篇
・
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
」
に
か
ん
す
る
理

論
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
の
課
題
は
、

マ
ル
ク
ス
の
遺
稿
に
そ
く
し
て
、

再
生
産
論
の
成
立
を
理
論
的
か
つ
考
証
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

本
稿
で

は
、
研
究
の
範
囲
を
(
時
間
的
側
面
で
い
う
な
ら
ば
)
主
と
し
て
一
八
六
二
年
初
頭
か
ら
六
五
年
末
期
ま
で
の
期
間
に
限
定
し
て
あ
る
。

け
だ
し
、
と
の
期
間
中
こ
そ
、

の
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
再
生
産
論
の
成
立
上
で
決
定
的
に
重
要
な
期
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
限
定
を
も
う
け
た
と
し
て
も
、
右
の
課
題
を
真
に
十
分
な
広
が
り
と
深
さ
に
お
い
て
考
究
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
考
究
は
、
自
ら
『
資
本
論
』
全
体
系
の
成
立
の
研
究
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
稿
の
果
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な

ぃ
。
そ
こ
で
、
さ
き
の
一
般
的
な
課
題
を
、
改
め
て
つ
ぎ
の
二
点
に
し
ぼ
ヮ
て
お
く
。

一
、
彼
の
遺
し
た
諸
ノ
l
ト
に
お
い
て
、
再
生
産
論
に
「
直
接
」
結
実
化
さ
れ
て
い
っ
た
個
々
の
研
究
や
視
角
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
る
か
、
そ
れ
ら
は
再
生
産
論
の
成
立
上
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
も
っ
て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
ら
が
「
二
巻
三
篇
」
と
し
て
結
実
さ
れ

た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
っ
た
か
、
等
々
を
ご
く
概
括
的
に
と
ら
え
て
再
生
産
論
の
理
解
を
探
め
る
一
助
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
一

γコ。

二
、
こ
の
種
の
研
究
は
、
私
の
知
る
限
り
て
こ
の
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で



あ
る
。
そ
の
例
外
の
一
つ
と
し
て
、
山
田
盛
太
郎
氏
の
著
書
『
再
生
産
過
程
表
式
分
析
序
論
』
の
う
ち
の
ご
く
簡
単
な
一
節
、

「
再
生
産

論
の
形
成
麺
程
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
氏
の
主
要
論
点
は
、
今
日
も
な
お
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
う
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
し
、
批
判
も
う

け
ず
に
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

「
定
説
」
と
さ
え
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
氏
の
論
究
に
は
、
理
論
上
で
も
考
証
上
で
も

重
大
な
疑
問
点
が
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
批
判
的
に
吟
味
し
て
み
た
い
c

さ
ら
に
、
当
面
の
問
題
に
係
る
他
の
諸
紋

(
1〉

述
の
論
点
に
か
ん
し
て
も
吟
味
し
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
が
、
本
稿
の
も
う
一
つ
の
狙
い
で
あ
る
。

(
1
〉
山
回
氏
の
研
究
の
ほ
か
に
も
、
小
林
賢
斎
氏
の
論
文
「
再
生
産
表
式
と
資
本
の
循
環
・
回
転
|
|
『
表
式
』
成
立
過
程
の
一
考
察
L

学
経
済
学
会
第
二
十
五
巻
一
二
・
凹
ム
昆
凶
号
所
載
)
が
あ
る
。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

(2) 

な
お
、
以
下
で
し
ば
し
ば
引
用
す
る
二
、
三
の
「
材
料
」
と
略
記
法
と
を
あ
ら
か
じ
め
注
記
し
て
お
く
。

(
2
〉

Z
C
岡
田
室
町
山
園
田
骨
骨
円
関
門
由
民
甲
円
民
自
吋
句
。
宮
山
田
島
田
口
。
M
8
5
5目白ヱ

(
5日ア
l

H

∞
g
-
E
Oけ
N

司
自
己
担
問
・
回
目
吋
回
目
ロ
H
C

日
印
)
豆
凪
済
学
批
判
要
綱
』

(
邦
訳
、
高
木
幸
二
郎
監
訳
、
大
月
書
庖
、

I
i
v
)。
以
下
、
太
字
部
分
ま
た
は
『
要
綱
』
と
略
記
す
る
。

J
J
5
0門戸四回位
H
V
2

宕
口
冨

mr唱
骨
同
酔
=
(
ロ
目
白

F
反
日
出
・
寸
品
目
H

H

ω

)

『
剰
余
価
値
学
説
史
』
。
以
下
、
太
字
部
分
ま
た
は
『
学
説
史
』
と
略
記

す
る
。
右
デ
ィ
I
ツ
版
の
邦
訳
に
は
、
長
谷
部
訳
(
第
一
巻
)
と
大
島
・
時
、
氷
訳
(
第
一
巻
お
よ
び
第
三
巻
の
第
十
章
ま
で
)
と
が
あ
る
c

本
稿
は

主
と
し
て
前
者
に
依
拠
し
て
い
る
が
紙
数
を
省
く
た
め
に
い
ち
い
ち
ペ
ー
ジ
数
を
指
摘
し
な
い
。

2U混
同
名
目
付
担
戸
ヱ

(
U
Z
F
H∞
印
叶
)
『
資
本
論
』

Q

沼
周
岡
山
足
。

5
2ミ

U
S
M州担立
E
1・
(
U
Z
F
E
E
)
『
資
本
論
に
か
ん
す
る
手
紙
』

字
部
分
か
円
手
紙
』
と
略
記
す
る
。

(
東
京
大

(
岡
崎
次
郎
訳
、
法
大
出
版
、
上
、
下
巻
)
。
以
下
、
太

マ
ル
ク
ス
が
、
経
済
学
の
研
究
を
「
ま
っ
た
く
最
初
か
ら
や
り
な
お
し
、
新
た
な
材
料
を
批
判
的
に
研
究
し
と
お
そ
う
」

(
『
経
済
学
北

判
』
序
言
)
と
決
心
し
て
こ
れ
に
着
手
し
た
の
は
、

一
八
五

O
年
、
彼
が
三
十
二
才
の
秋
で
あ
っ
た
。
以
後
、
約
七
年
間
の
研
究
を
へ
て
、

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

四

彼
は
そ
の
成
果
を
「
経
済
学
の
要
綱
の
仕
上
げ
」
ご
八
五
七
年
十
二
月
十
八
日
付
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
と
し
て
、
七
冊
の
ノ
l
ト
に
ま

と
め
た
。
こ
の
ノ
l
ト
が
、
『
要
綱
』
で
あ
る
。
当
時
彼
は
、
経
済
学
の
体
系
を
周
知
の
六
項
目
の
順
序
で
と
ら
え
、
そ
の
「
第
一
部
資

本
」
に
か
ん
す
る
シ
ェ
ー
マ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
て
い
た
。

a
資
本
一
般
。

b
競
争
ま
た
は
多
数
資
本
の
相
互
に
対
す
る
行
動
。

C 

信
用
。

d
株
式
資
本
(
一
八
五
八
年
四
月
二
日
付
、
ユ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
。

」
の
う
ち
、
「
資
本
一
般
」
は
、

「

1
価
値
。

2
貨
幣
。

3
資

本
」
の
三
つ
に
わ
け
ら
れ
て
い
た
(
問
、
手
紙
)
。
著
書
『
経
済
学
批
判
』
(
一
八
五
九
年
〉

t土

こ
の

1
と
2
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
著
書
の
出
版
後
、

マ
ル
ク
ス
は
つ
づ
い
て
「
3
資
本
」
を
書
く
た
め
に
、
二
十
三
冊
か
ら
な
る
ノ
l
ト
〈
全
体
の
表
題
は
「
経

済
学
批
判
」
、
副
題
は
「
資
木
に
か
ん
す
る
章
L
)

を
作
製
し
た
。
作
製
期
間
は
、

一
八
六
一
年
八
月
か
ら
六
三
年
七
月
に
か
け
て
で
あ
っ

た
。
『
学
説
史
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
、
右
ノ
l
ト
の
う
ち
第
六
冊
か
ら
第
十
五
冊
ま
で
の
部
分
に
あ
た
っ
て
い
る
(
エ

γ
ゲ
ル

ス
『
資
本
論
』
第
二
巻
へ
の
序
言
)

0

と
こ
ろ
で
、

『
要
綱
』
を
み
る
と
、
そ
こ
で
は
再
生
産
論
が
ま
だ
固
有
の
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ

こ
で
は
、
諸
資
本
の
循
環
の
同
時
性
や
絡
み
あ
い
に
か
ん
す
る
考
察
は
「
資
本
一
般
」
の
範
囲
外
に
お
か
れ
、
再
生
産
論
の
構
成
部
分
と

し
て
結
実
さ
れ
る
べ
き
多
少
と
も
ま
と
ま
っ
た
研
究
も
み
あ
た
ら
な
い
。
ど
れ
に
対
し
て
、
『
学
説
史
』
は
、

「
の
ち
に
第
二
部
(
『
資
本

論
』
第
二
巻
l
引
用
者
)
:
:
:
の
た
め
の
手
稿
で
(
マ
ル
グ
ス
が
i
引
用
者
)
特
殊
的
に
か
つ
理
論
的
関
連
に
お
い
て
研
究
し
た
た
い
て

い
の
点
を
、
先
人
た
ち
に
対
す
る
論
戦
的
対
立
の
形
で
展
開
し
て
い
る
」
(
エ
ン
グ
ル
ス
『
資
本
論
』
第
二
巻
へ
の
序
言
l
ゴ
チ
引
用
者
)
。
そ

れ
ゆ
え
、
本
稿
の
考
察
も
、
右
『
学
説
史
』
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
、

『
要
綱
』
に
お
け
る
関
連
箇
所
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
注

記
す
る
に
止
め
る
。

〈

3
〉

こ
の
点
は
、
つ
ぎ
の
叙
述
か
ら
も
明
白
で
あ
る
う
。
「
資
本
一
般
」
に
お
け
る
流
通
過
程
で
は
、
「
た
ん
に
資
本
の
流
通
の
形
態
諸
規
定
だ
け
が



考
察
さ
れ
」
今
回

E
Eー
ユ
出
血
ぺ
印
・

8
6、
「
資
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
軌
道
の
同
時
性
と
種
々
の
規
定
の
同
時
性
と
は
、
多
数
の
諸
資
本
が
前
提
さ
れ
た

と
き
始
め
て
明
ら
か
と
な
る
」

(
z
m
Eロ円
5
8師
三
印
・

g
s。
「
資
本
の
流
通
か
ら
脱
落
し
て
通
常
の
流
通
に
復
帰
し
た
こ
の
生
産
物
が
ど
う
な
る

か
」
も
「
資
本
一
般
」
の
考
察
に
は
属
さ
な
い

Q
E
P
印・

E
S。
「
:
:
:
個
別
資
本
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
不
変
的
価
値
と
名
付
け
前
提
と
し
て

現
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
:
:
:
種
々
の
産
業
部
門
で
諸
資
本
が
相
互
に
前
提
お
よ
び
条
件
と
し
て
措
定
し
あ
う
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

:
こ
こ
で
多
数
の
資
本
を
も
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
を
混
乱
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
公
広
島
・
印
・
合

ε。
「
こ
こ
で
資
本
流
通
に
入
り
こ
み
、

ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
、
貨
幣
は
明
ら
か
に
種
々
の
諸
規
定
で
措
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
と
の
つ
い
で
と
し
て
守
口
宮
訟

E
C
の
べ
る
に
止
め
た
い
ー
ー
な
ぜ
な
ら
問
題
は
結
局

(
E
Fロ
ε、
多
数
の
諸
資

本
が
:
:
:
考
察
さ
れ
た
の
ち
に
、
始
め
て
論
じ
う
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
|
|
」

Q
E
P

∞-
E
C〉
。
「
資
本
。

1
一
般
性
。
川
司
貨
幣
か
ら
の
資

本
の
生
成
、
同
資
本
と
(
他
人
の
労
働
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
)
労
働
吋
労
働
に
か
ん
す
る
関
係
に
従
っ
て
分
解
さ
れ
た
資
本
の
諸
要
素
〈
生
産

物
、
原
料
、
労
働
用
具
〉
間
資
本
の
特
殊
化
す
な
わ
ち
叫
流
動
資
本
、
固
定
資
本
、
資
本
の
流
通
附
資
本
の
個
別
性
す
な
わ
ち
資
本
と
利

潟
、
資
本
と
利
子
、
:
:
:
」

(
H
U
E
-

印
・
呂
町
)
0

第
一
章

『
剰
余
価
値
学
説
史
』

に
お
け
る
諸
研
究
に
つ
い
て

第
一
節

不

変

資

本

の

再

生

産

に

か

ん

す

る

付

論

の

考

察

円
尚
子
説
史
』
に
は
、
将
来
、
再
生
産
論
と
し
て
結
実
さ
れ
る
個
々
の
研
究
や
観
点
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
最
初
の
一
つ
と

し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
ノ

I
ト
第
六
冊
の
終
り
か
ら
第
七
冊
に
か

け
て
、

A
-
ス
ミ
ス
の
「
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
論
」
の
検
討
中
に
付
随
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
研
究
の
直
接

的
契
機
は
、

ス
ミ
ス
が
提
示
し
た
「
疑
問
」
|
|
不
変
資
本
を
意
味
す
る
「
第
四
の
部
分
」
の
填
補
に
か
ん
す
る
疑
問
ー
ー
を
み
、
こ
れ

を
解
決
す
る
必
要
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
〉

五



再
生
産
論
(
明
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
〈
一
)

~. /， 

ハ
4
)

こ
の
研
究
は
、
『
学
説
史
』
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
付
論
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
で
は
付
論
と
呼
ぶ
(
こ
の
点
は
、
次
節
の
研
究
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
)
。
な
お
こ
の
付
論
は
、
『
学
説
史
』
(
デ
ィ
l
ツ
版
)
の
第
一
巻
つ
第
三
章

A
・
ス
ミ
ス
一

O
、
年
々
の
利
潤
と
賃
銀
が
、

利
潤
と
賃
銀
の
ほ
か
に
不
変
資
本
を
も
ふ
く
む
年
々
の
商
品
を
購
買
す
る
こ
と
は
い
か
に
し
て
可
能
か
、
と
い
う
こ
と
の
研
究
」
に
当
る
も
の
で
あ

る。

(

5

)

こ
れ
ら
の
こ
冊
の
ノ
I
ト
は
、
一
八
六
二
年
一
月
か
ら
四
月
の
み
い
だ
に
書
か
れ
て
い
る
と
抗
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
諸
点
か
ら
で
あ

る
。
一
、
ノ
1
ト
第
四
冊
ま
で
は
一
八
六
一
年
十
二
月
ま
で
に
仕
上
が
ヲ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
(
〈
『
マ
ル
グ
ス
年
諮
問
』

M
・
E
-
L
研
究
所
編
、

岡
崎
・
渡
辺
訳
ゆ
-
M
S
I
N
S
V。
こ
の
著
書
の
右
の
指
示
が
ど
の
程
度
の
根
拠
を
有
し
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
同
書
の
指
示
の
仕
方
|
|
「
九
月

ロ
ン
ド
ン
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
に
か
ん
す
る
章
の
執
筆
に
従
事
、
〈
《
資
本
論
》
の
準
備
作
〉
一
八
六
一
ー
ー
六
一
二
、
ノ
I
ト
E
」
、
「
日
月
絶

対
的
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
章
の
執
筆
に
従
事
、
〈
・

:
V
ノ
l
ト
E
」
、
「
ゆ
月
お
日
頃
|
十
二
月
一
日
相
対
的
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
章
(
協
業

と
分
業
〉
の
執
筆
に
従
事
、
八
:
・
〉
ノ
l
ト
N
l一
附
守
々
と
い
う
実
示
の
仕
方
ー
か
ら
み
て
み
る
と
、
お
そ
ら
く
、
直
接
、
ノ
ー
ト
に
そ
の
根
拠
を
求

め
て
い
る
左
考
え
ら
れ
る
)
。
ニ
、
ノ
l
ト
第
五
冊
は
六
二
年
一
月
以
降
に
も
書
か
れ
て
い
る
点
(
『
マ
ル
ク
ス
年
並
巴
匂
-
u
口
)
。
こ
の
点
は
ま

た
、
三
月
初
旬
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
が
機
械
的
工
場
の
問
題
に
関
連
し
て
A
・
ス
ミ
ス
の
分
業
論
な
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ

る
(
三
月
六
日
エ
ン
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
参
照
)
。
三
、
ノ
ー
ト
第
八
冊
中
に
は
、
六
二
年
二
月
十
一
日
付
印
刷
の
報
告
書
の
利
用
が
み
ら
れ
る

(
Z
B
m
F
H
4
4
2
べ
・
づ
?
∞
・
忌
ω
〉o
そ
し
て
、
ノ
ー
ト
第
十
冊
は
、
周
年
四
月
終
り
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

Q
E血
・
斗

-H-
∞
-
M叶
M
-

こ
の
点

後
述
)
。
四
、
六
月
以
降
に
は
、
す
で
に
地
代
論
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
事
実
(
六
二
年
六
月
十
六
日
付
一
フ
ッ
サ
l
ル
あ
て
の
手
紙
〈
『
手

紙
』
(
上

)
P
呂
町
〉
、
同
年
六
月
十
八
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
八
前
掲

P
H
S
V
)
0

さ
て
、

マ
ル
グ
ス
は
ス
ミ
ス
の
提
出
し
た
右
の
問
題
に
関
連
し
て
、
ラ
ム
ジ

1
、

シ
ュ
ト
ル
ヒ
ら
に
ふ
れ
つ
つ
、

つ
ぎ
の
ご
と
く
問
題

を
提
起
し
て
い
る
。

「
ラ
ム
ジ

1
は、

A
・
ス
ミ
ス
が
没
頭
し
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
本
来
の
難
問
を
解
決
し
て
い
な
い
。
は
っ
き
り
い
え

ぽ
、
そ
の
難
問
と
は
こ
う
で
あ
る
。
|
全
資
本
は
〈
価
値
と
し
て
は
)
労
働
に
分
解
す
る
の
で
あ
り
、
特
定
量
の
対
象
化
さ
れ
た
労
働
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
支
払
労
働
は
労
働
者
の
労
賃
に
等
し
く
、
不
払
労
働
は
資
本
家
の
利
潤
に
等
し
い
。
だ
か
ら
全
資
本
は
、



直
接
に
か
間
接
に
か
、
労
賃
と
利
潤
と
に
分
解
さ
れ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
も
ど
こ
か
で
、
労
賃
に
も
利
潤
に
も
分
解
し
な
い

労
働
、
し
か
も
生
産
中
に
消
費
し
つ
く
さ
れ
た
が
再
生
産
の
条
件
で
あ
る
よ
う
な
価
値
を
填
補
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
す
る
労
働
、
が

な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

そ
う
だ
'
と
し
て
も
、
誰
が
こ
ん
な
労
働
を
な
す
の
か
?

け
だ
し
、
労
働
者
の
労
働
は
す
べ
て
二
つ
の
分

F2w叩
コ
コ
、
H

，・円

ω・
叶
日
・
以
下
の
引
用
で
こ
と
わ
り
な
き
場
合
は
『
学
説
史
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
)
。

量
に
、
す
な
わ
ち
、
自
分
自
身
の
労
働
能
力
を
維
持
す
る
も
の
と
、
資
本
の
利
潤
を
形
成
す
る
も
の
と
に
分
解
す
る
の
だ
か
ら
」

「
困
難
は
現
存
す
る
不
変
資
本
の
再
生
産
で

〈

z
p
向
?

あ
る
」

S
・

a・
-

こ
こ
に
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、

の
ち
に
『
資
本
論
』
で
、

「
再
生
産
の
分
析
、

お
よ
び
再
生
産
上
の
相
異
な
る
諸
成
分
の
・
・
・
関
係
の
分

析
に
お
け
る
主
要
な
難
問
」

(
2
H
州
内
昌
弘
け
m
w
H
3

圏・印-∞也市町一)

と
い
わ
れ
る
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
で
は
、
こ
の
難
問
は
当
付
論
で
ど
の
よ

う
に
解
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

こ
の
付
論
は
相
当
「
錯
雑
し
た
」
形
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
そ
の
内
容
を
便
宜
上

四
つ
に
わ
け
て
整
理
し
概
括
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

問
題
は
現
存
す
る
不
変
資
本
の
再
生
産
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
超
え
る
新
た
な
不
変
資
本
の
形
成
|
こ
れ
は
利
潤
を
そ
の
起
源
と
す

る
ー
で
は
な
い
。
労
賃
は
労
働
力
の
再
生
産
に
た
り
る
だ
け
と
し
、
資
本
家
は
全
剰
余
価
値
を
直
接
に
取
得
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

不
変
資
本
部
分
の
価
値
は
不
変
と
し
、
固
定
資
本
の
ご
と
く
価
値
移
行
が
一
年
以
内
に
お
こ
な
わ
れ
ぬ
点
も
事
態
に
影
響
を
与
え
な
い
も

の
と
す
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
個
人
的
消
費
生
産
物
と
し
て
ロ
エ
レ
の
亜
麻
布
商
品
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
さ
い
、
そ
の
価
値
の
2
一3
が
不
変
資
本
〈
原

料
、
機
械
類
の
磨
損
分
)
、

1
一3
が
付
加
労
働
と
し
、

ロ
エ
レ
が
お
シ
リ
ン
グ
、
必
要
労
働
時
間

H
m
時
間
、
剰
余
労
働
時
間
日
2
時
間
、

1
時
間
日
1
シ
リ
ン
グ
、
等
々
と
す
る
。
そ
こ
で
、
労
働
者
と
資
本
家
、
が
、
労
賃
と
利
潤
の
全
部
(
四
エ
レ

H
四
シ
リ
ン
グ
)
を
亜
麻
布

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
L
)

の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

F七



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
ニ
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

八

に
支
出
す
る
と
す
れ
ば
、
右
の
立
時
聞
は
困
対
八
に
分
裂
し
、
前
者
は
自
分
を
填
補
し
後
者
は
不
変
資
本
と
し
て
織
物
過
程
に
入
り
こ
ん

だ
労
働
を
填
補
す
る
。
だ
か
ら
、
右
の
部
分
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
不
変
部
分
が
、
収
入
に
分
解
す
る
付
加
労
働
の
元
本
か
ら
支
払
わ
れ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
総
生
産
物
は
話
時
間
リ
ロ
エ
レ
の
亜
麻
布
で
あ
る
か
ら
、
右
の
元
本
部
分
は
そ
の
う
ち
の
四
時
間
H
4
エ
レ
し

か
買
戻
し
え
ぬ
わ
け
で
あ
る
。
残
り
の

8
エ
レ
、

つ
ま
り
総
生
産
物
中
、
新
た
に
同
時
に
生
産
さ
れ
た
不
変
資
本
諸
要
素
を
買
戻
す
価
値

の
代
表
部
分
た
る
こ
の

8
エ
レ
を
誰
が
買
う
の
か
?

」
れ
が
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

8
エ
レ
が
、

他
の
部
門
の
収
入
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に
買
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
解
決
を
試
み
て
み
る
。

(
こ
の
展
開
系
列
は
、

約
八
百
に
近
い
部
門
に
渡
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
)
。

A
V

向胡寺、、

主
カ

こ
う
し
た
や
り
方
で
は
、
困
難
を
他
の
諸
部
門
に
お
し

や
る
だ
け
で
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
種
々
の
部
門
で
の
不
変
資
本
と
付
加
労
働
と
の
比
率
が
い
か
に
異
つ
で
も
、
亜
麻
布
業
者

の
例
は
全
社
会
の
総
資
本
に
も
妥
当
す
る
か
ら
、
種
々
の
交
換
を
も
ち
こ
ん
だ
と
し
て
も
問
題
は
一
向
に
解
決
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

亜
麻
布
業
者
ハ
A
)
の
生
産
物
が
社
会
の
総
生
産
物
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
1
一

3
は
彼
ら
自
身
の
消
費
の
た
め
に
彼
ら
の
収
入
(
労
賃
。
フ
ラ

ス
利
潤
〉

で
支
払
わ
れ
る
。
だ
が
彼
ら
に
は
残
り
2

3
を
支
払
う
元
本
が
な
い
。

つ
ま
り
、
不
変
資
本
は
そ
れ
が
総
生
産
物
に
お
い
て
代
表
す
る
価
値
部
分
か
ら
自
己
填
補
さ
れ
ざ
る
を

だ
か
ら
、

2
一3
も
結
局
、
そ
の
白
己
生
産
物
を
も
っ
て

自
己
填
補
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

え
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
商
品
流
通
は
、
こ
の
点
の
形
態
上
で
の
区
別
を
も
た
ら
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
点
を
よ
り
詳
し
く
規
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

亜
麻
布
の
機
械
や
原
料
の
生
産
者
た
ち
は
、
自
分
の
生
産
物
を
直
接
消
費
し
え
な
い
か
ら
、
白
分
の
収
入
を
亜
麻
布
に
支
出
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
交
換
を
考
え
な
い
で
、

ロ
エ
レ
の
亜
麻
布
が
そ
の
生
産
に
参
加
し
た
業
者
間
に
ど
う
分
解
し
て
い
く
か
を
み
る

こ
と
に
す
る
。
こ
の
追
求
過
程
の
一
端
を
示
す
た
め
、
便
宜
上
、

つ
ぎ
の
表
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。



⑧
H

蛮
麻
布
織
物
業
者
、
⑧
日
紡
績
業
者
、
⑥
H
機
械
製
作
業
者
、
⑮
H
亜
麻
裁
培
業
者
、

る
。
収
入
と
C

(
不
変
資
本
部
分
)
と
の
分
割
比
率
は
%
対
%
で
あ
る
。

(
消
費
)
と
あ
る
の
は
、
個
人
的
自
己
消
費
の
こ
と
で
あ

「

2
(
消
費
)

Z

ヘ
消
費
。
た
だ
し
、
再
填
補
さ
れ
る
に
J

一

『

;

/

お

よ

ば

ぬ

C
の
一
部
分
を
ふ
く
む
」

レ、
4
(消
費
)
×
⑧
6

一

一

一

¥

一

主

主

麻

布

)lv受

⑧

エ

一

¥

¥

戸

4
(
C
)
ハ

一

と
8
(
C
)
l
ハf
K

1

(

紡
績
機

)

{

1

一3
(
消
費
)

，1
(
C〉
八

/

〆

「

2
3
(
消
費
)

μ

2

一3
(農
機
具
)

。2
一

1
(原
料
)

〔

4
一3
(
C
)
'

f
I
一3
(
機
械
製
作
機
)

(
H
2
討
。
ェ
レ
)
を
自

家
消
費
す
る
。
解
決
す
べ
き
は
、
残
る
1
可
エ
レ
で
あ
り
、
こ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
解
す
る
。
⑧
の
不
変
資
本
の
3
一4
が
亜
麻
、

⑧
と
@
と
は
、

-一
3
の
労
働
を
付
加
し
た
の
で
、
自
分
ら
の
総
生
産
物
を
填
補
す
る

8
エ
レ
の
亜
麻
布
の
1
一3

1 

4 

は
勅
績
機
と
す
る
と
、
⑮
の

C
を
填
補
す
る

4
エ
レ
の
う
ち
3
一4
は
亜
麻
に
分
解
す
る
。
だ
が
、
亜
麻
栽
培
で
は
、
充
用
C
の
一
重
要
部

分
は
、
す
で
に
栽
培
業
者
自
身
に
よ
っ
て
、
種
子
、
肥
料
、
家
畜
等
の
形
態
で
土
地
に
返
還
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
再
填
補
さ
れ
る
必
要
が
な

ぃ。

1

l彼
が
売
る
生
産
物
に

C
と
し
て
算
入
す
る
べ
き
も
の
は
、
彼
の
農
機
具
な
ど
の
磨
損
分
だ
け
(
1
エ
レ
)
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
片
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
⑮
の
1
、
⑧
の
織
物
機
に
当
る
4
一3
、
⑮
の
ー
で
あ
る
。
さ
て
、
総
生
産
物
中
、
機
械
類
に
分
解
す
る

部
分
(
ゴ
チ
)
は
計
4
f一
レ
。
こ
の
う
ち
@
が
消
費
し
う
る
も
の
は
、
織
物
機
の
2

3
、
農
機
具
の

l
E
、
前
績
機
の
1
一3
計
1
K
O
L
レ
で

あ
る
。
残
り
2
勾
エ
レ
が
@
の
模
様
す
べ
き
不
変
資
本
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
今
度
は
、
と
の
部
分
の
分
解
過
程
を
み
る
。

2
k
o
エ
レ
が
、
原

料
(
2
一3
〉
と
磨
損
作
業
機
部
分
(
1
一3
)
左
へ
分
解
す
れ
ば
、
そ
れ

yyは
ま
た
、
C
(
2
一3
)

と
収
入
〈
1
一3
)

の
比
率
で
分
解
し
て
ゆ
く
。

再
生
産
論
告
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

ブL



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
一
一
巻
一
二
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

。

こ
う
し
た
追
求
を
つ
父
け
て
ゆ
く
と
、
結
局
、

2
一3
エ
レ
|
|
機
械
製
作
美
者
の
機
械
作
成
の
磨
損
分
ー
ー
が
残
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
機

械
製
作
業
者
は
ど
ん
な
条
件
で
こ
の

2
3
エ
レ
を
亜
麻
布
に
泊
費
す
る
と
同
時
に
彼
の
機
械
類
を
填
補
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
た
こ
と
を
総
括
す
る
。
利
潤
の
う
ち
、
新
資
本
に
転
化
き
れ
る
部
分
を
除
外
す
る
と
、

一
年
間
の

新
付
加
労
働
の
合
計
は
個
人
的
消
費
生
産
物
に
支
出
さ
れ
る
。

「
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
合
計
は
、

価
値
か
ら
み
れ
ば
、
年
付
加
労
働
の
合

計
に
等
し
い
。
こ
の
労
働
量
は
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
に
ふ
く
ま
れ
る
労
働
、
す
な
わ
ち
、
付
加
労
働
と
前
か
ら
実
存
す
る
労
働
と
の
合
計

に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
生
産
物
に
お
い
て
は
、
新
付
加
労
働
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
不
変
資

木
も
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
生
産
の
価
値
は
、
利
潤
と
労
賃
の
合
計
に
等
し
い
」

(ω
・
忌
印
〉
。
亜
麻
布
を
個
人

的
消
費
に
年
々
入
り
こ
む
生
産
物
の
合
計
を
代
表
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
、
亜
麻
布
は
価
値
か
ら
す
れ
ば
そ
の
全
要
素
に
等
し

く
、
か
っ
、
そ
の
全
使
用
価
値
が
泊
費
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
「
付
加
労
働
と
不
変
資
本
と
か
ら
な
り
た
つ
と
は
い
え
、

、(
6
)

そ
の
価
値
全
部
が
利
潤
と
労
賃
と
に
:
:
:
分
解
さ
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

2
・H
C
日

H
O
G
-

傍
点
引
用
者
三

(
6
)

右
の
傍
点
部
分
で
い
わ
れ
て
い
る
と
と
は
、
官
宇
野
b
、
同
(
わ
十
〈
十
宮
)
日
丈
〈
十
宮
)
十
回
〈
〈
+
冨
〉
、
従
っ
て
、
固
め
H
-
(
〈
十
三
〉
と

い
う
関
連
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
上
う
。

「
こ
の
乙
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
部
分
的
に
は
つ
ぎ
の
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
」

(ω
・
5
3
0

l 

亜
麻
布
の
生
産
に
必
要
な
不
変
資
本
の
一
部
は
、
使
用
価
値
か
ら
み
て
も
価
値
か
ら
み
て
も
、
亜
麻
布
に
入
り
こ
ま
な
い

(
種
子

等)。

こ
の
部
分
は
自
己
填
補
す
る
。

だ
か
ら
、
亜
麻
布
生
産
に
必
要
な
原
料
部
分
(
不
変
資
本
の
一
大
部
分
)
は
填
補
さ
れ
る
に
お
よ

ば
な
い
の
で
あ
り
、
収
入
と
交
換
さ
れ
る
必
要
が
な
い
。

2 

亜
跡
布
の
不
変
資
本
の
一
大
部
分
は
、
あ
る
段
階
で
は
不
変
資
本
と
し
て
現
象
す
る
が
、
別
の
段
階
で
は
新
付
加
労
働
と
し
て
現



象
す
る
。
従
っ
て
、
事
実
上
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は
収
入
に
分
解
し
、
他
の
人
に
と
っ
て
は
資
本
と
し
て
現
象
す
る
。

3 

亜
麻
布
〈
U

最
終
的
な
個
人
消
費
生
産
物
)

に
対
し
、
不
変
資
本
部
分
た
る
原
料
や
機
械
だ
け
を
提
供
す
る
す
べ
て
の
生
産
者

は
、
彼
の
収
入
を
自
分
の
生
産
物
に
は
消
費
し
え
や
す
、
亜
麻
布
に
の
み
支
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
亜
麻
布
生
産
の

た
め
の
全
中
間
諸
部
門
の
生
産
物
の
大
部
分
は
、
価
値
成
分
と
し
て
の
み
亜
麻
布
に
入
り
こ
む
。
従
っ
て
、
亜
麻
布
は
、
不
変
価
値
部
分

と
付
加
労
働
の
両
成
分
か
ら
な
り
た
つ
と
は
い
え
、
こ
の
最
後
の
生
産
者
が
消
費
し
う
る
の
は
、
最
終
付
加
労
働
部
分
だ
け
で
あ
る
。
こ

う
し
て
不
変
資
本
の
全
生
産
者
は
、
彼
ら
の
新
付
加
労
働
を
消
費
さ
れ
う
る
生
産
物
に
の
み
実
現
す
る
。
従
っ
て
ま
た
、
こ
の
生
産
物
は

両
成
分
か
ら
な
り
た
つ
と
は
い
え
、
そ
の
購
買
価
格
は
、
最
終
的
付
加
労
働
部
分
を
除
け
ば
、
こ
の
生
産
物
中
の
不
変
資
本
生
産
に
お
い

て
付
加
れ
た
総
労
働
分
量
か
ら
な
り
た
ち
、
そ
の
限
り
で
、
こ
の
生
産
物
が
付
加
労
働
か
ら
の
み
な
り
た
つ
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。

四

こ
こ
で
、
さ
き
に
残
し
た
問
題
!
1
1
2
一3
エ
レ
の
分
解
ー
ー
に
た
ち
か
え
る
。
第
一
。

亜
麻
布
生
産
者
は
、
収
入
以
外
の
部
分
を

不
変
資
本
の
提
供
者
に
支
払
う
。
こ
の
部
分
は
、
後
者
の
収
入
と
不
変
価
値
を
填
補
す
る
。
だ
が
、
彼
ら
も
亜
麻
布
の
う
ち
収
入
部
分
だ

け
を
消
費
し
、
他
の
全
部
分
を
再
び
彼
ら
の
不
変
資
本
提
供
者
に
、
収
入
プ
ラ
ス
不
変
資
本
部
分
に
等
し
い
だ
け
支
払
う
。
こ
の
よ
う
に

し
て
い
く
場
合
、
計
算
が
わ
り
き
れ
る
の
は
、
亜
麻
布
価
値
が
付
加
労
働
の
み
を
填
補
す
れ
ば
よ
い
場
合
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
農
業

生
産
物
の
一
部
で
論
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
不
変
資
本
部
分
を
現
物
で
自
己
填
補
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
不
変
資
本
部
分
を
亜
麻
布
で
填
補

し
な
く
て
も
よ
い
部
門
が
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。

第
二
。

そ
こ
で
、

農
業
生
産
物
以
外
に
も
価
値
と
し
て
個
人
的
消
費
資
料
に
入
り

こ
ま
ず
に
現
物
で
填
補
さ
れ
る
よ
う
な
不
変
資
本
部
分
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

こ
の
さ
い
、

「
一
般
的
に
は
、
機
械
製
作
や
本

源
的
生
産
(
原
料
:
:
:
)
と
、
そ
の
他
の
生
産
部
門
と
の
あ
い
だ
に
は
重
要
な
区
別
が
あ
る
」

(ω

包
由
)
。
事
実
上
、
後
者
の
生
産
物
は

前
者
の
不
変
資
本
部
分
と
は
な
り
え
な
い
の
に
く
ら
べ
、
前
者
の
場
合
は
、
互
い
に
そ
の
不
変
資
本
の
一
部
を
現
物
で
填
補
し
あ
う
関
係

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
い
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

が
み
ら
れ
る
む
こ
の
交
換
は
、

一
方
の
不
変
資
本
の
一
部
が
他
方
の
収
入
に
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
な
ん
ら
の
共
通
点
を
も
た
な

ぃ
。
第
三
。
機
械
製
作
業
者
と
鉄
生
産
者
と
の
あ
い
だ
で
も
、
相
互
の
不
変
資
本
の
一
部
の
現
物
填
補
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

機
械
製
作
業
者
に
と
っ
て
の
前
述
の
2
一3
エ
レ
は
、
他
の
業
者
た
ち
か
ら
亜
麻
布
で
填
補
さ
れ
る
。
彼
は
、
こ
の
亜
麻
布
と
交
換
に
鉄
を

獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
述
の
機
械
磨
損
分
を
不
変
資
本
の
別
形
態
(
鉄
)
で
填
補
す
る
。
こ
う
し
て
彼
の
原
料
の
一
部
は
、
彼
に
と

っ
て
、
原
料
価
値
額
と
は
別
に
、
彼
の
磨
損
分
の
価
値
額
を
填
補
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
料
は
、
鉄
生
産
者
の
側
で
は
、
付
加
労
働

に
の
み
分
解
す
る
。
け
だ
し
、
彼
ら
の
不
変
資
本
部
分
(
機
械
類
〉
は
、
す
で
に
計
算
さ
つ
み
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
こ
の
よ
う
に

し
て
、
亜
麻
布
の
全
要
素
が
、
諸
労
働
量
の
合
計
|
こ
れ
は
、
新
付
加
労
働
の
合
計
に
等
し
い
が
、
不
変
資
本
に
ふ
く
ま
れ
に
再
生
産
に

よ
っ
て
永
遠
化
さ
れ
る
労
働
全
体
の
合
計
に
は
等
し
く
な
い
l
に
分
解
す
る
」

(
ω
-
H
H
N
)

。

か
く
し
て
つ
ぎ
の
結
論
が
え
ら
れ
る
。

「
労
働
の
年
生
産
物
|
年
労
働
の
生
産
物
は
そ
の
一
部
分
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
l
が
収
入
に
分

解
す
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
年
々
の
個
人
的
消
費
に
入
り
こ
む
生
産
物
部
分
に
つ
い
て
み
れ
ば
そ
の
と
お
り
だ
と

い
う
の
は
正
し
い
。
付
加
労
働
だ
け
か
ら
な
り
た
つ
収
入
が
、

一
部
は
付
加
労
働
か
ら
一
部
は
前
か
ら
実
存
す
る
労
働
か
ら
な
り
た
つ
こ

の
生
産
物
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
付
加
労
働
は
こ
れ
ら
の
生
産
物
に
お
い
て
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、
前
か
ら
実
存

す
る
労
働
を
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
や
は
り
付
加
労
働
と
前
か
ら
実
存
す
る
労
働
と
か
ら
な
り
た
つ
別
の
生
産
物
部

分
が
前
か
ら
実
存
す
る
労
働
だ
け
を
填
補
す
る
。
す
な
わ
ち
、
不
変
資
本
だ
け
を
填
補
す
る
か
ら
で
あ
る
」

(
ω
-
H
H
A円
)
。

以
上
が
、

「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」

の
批
判
を
目
的
と
し
た
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
付
論
の
骨
子
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
ス
ミ
ス
の
か
か
る
ド
グ
マ
は
、
彼
以
降
の
全
経
済
学
者
に
継
承
さ
れ
、
経
済
学
上
の
科
学
的
取
り
扱
い
を
不
可
能
に
し
た
が
、
と
り



わ
け
再
生
産
論
に
お
い
て
は
、
問
題
を
問
題
と
し
て
認
識
し
提
起
す
る
と
と
す
ら
妨
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
ド
グ
マ
に
立
つ

限
り
、
本
付
論
の
最
初
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
つ
ぎ
の
事
態
が
と
き
え
ぬ
謎
と
し
て
生
ず
る
こ
と
に
も
な
る
。
す
な
わ
ち
、
新
付
加
労
働
の

総
額
は
労
賃
と
利
潤
と
に
の
み
実
現
さ
れ
、
そ
れ
に
残
ら
ず
表
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
中
に
消
費
さ
れ
た
不
変
資
本
は

い
か
に
し
て
質
料
的
に
も
価
値
的
に
も
新
た
な
不
変
資
本
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
の
か

?
i
i

『
資
本
論
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
難
問
」
は
基
本
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
的
、
労
働
は
、
抽
象
的
労
働
の

支
出
と
い
う
面
で
生
産
物
に
新
た
な
価
値
を
付
加
す
る
が
、
同
時
に
、
具
体
的
有
用
的
労
働
と
い
う
面
で
は
、
生
産
手
段
に
ふ
く
ま
れ
て

い
る
旧
価
値
を
新
生
産
物
中
に
移
し
か
え
て
維
持
す
る
。
従
っ
て
、
年
々
の
総
生
産
物
は
そ
の
年
の
有
用
的
労
働
の
産
物
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
に
旧
生
産
物
の
価
値
(
不
変
資
本
部
分
)
を
保
持
さ
れ
る
と
同
時
に
、
新
価
値
を
も
付
加
さ
れ
て
い
る
。
刷
、
社
会
的
労
働
日
は
、

必
憂
労
働
ロ
と
剰
余
労
働
日
と
に
わ
か
れ
る
。
単
純
再
生
産
の
場
合
、
そ
の
労
働
日
の
つ
く
り
だ
す
価
値
の
合
計

(
V
プ
ラ
ス

M
)
fま

年
々
生
産
さ
れ
る
個
人
的
消
費
生
産
物
の
総
価
値
に
等
し
い
。
だ
か
ら
一
年
間
に
生
産
さ
れ
た
個
人
的
消
費
生
産
物
の
総
価
値
は
、

聞
の
全
労
働
日
が
創
造
し
た
価
値
に
等
し
く
、
か
っ
、
そ
の
年
の
新
生
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
年 年

の
消
費
生
産
物
の
総
価
値
が
年
労
働
の
総
価
値
と
等
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
後
者
は
前
年
度
の
不
変
資
本
価
値
を
ふ
く
ん
で
い

る
か
ら
。
付
、
社
会
の
全
生
産
部
門
を
、
生
産
手
段
生
産
部
門
(
第
一
部
門
)
と
消
費
資
料
生
産
部
門
(
第
二
部
門
)
と
に
わ
け
る
な
ら

ば
、
第
一
部
門
の
生
産
者
は
、
新
付
加
儲
値

(
Vプ
ラ
ス

M

|
収
入
に
当
る
部
分
)
を
自
分
の
生
産
物
で
実
現
(
消
費
)
し
え
な
い
か

ら
、
こ
れ
を
第
二
部
門
の
生
産
物
と
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
ニ
部
門
の
生
産
者
も
、
自
分
の
生
産
物
で
生
産
手
段
を
填
補
し
え

ぬ
か
ら
、
自
分
の
生
産
物
の
う
ち
不
変
資
本
に
当
る
部
分
を
第
一
部
門
の
生
産
物
と
交
換
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
社
会
的
再

生
産
の
基
本
的
条
件
の
一
つ
と
し
て
、

]【の

H
H
(
〈
+
宮
)
と
い
う
関
係
が
存
ず
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
さ
い
第
一
部
門
の
生
産
者
に

再
生
産
論
(
円
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
〉



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

四

と
っ
て
は
、
事
実
上
、

彼
が
新
た
に
つ
く
り
だ
し
た
全
生
産
物
価
値
が
収
入
と
し
て
支
出
さ
れ
、

V
プ
ラ
ス

M
に
分
解
す
る
。

他
方
、

第
二
部
門
の
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
の
生
産
物
の
一
大
部
分
が
資
本
を
な
す
も
の
と
し
て
現
象
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
事
情
は
、
年

生
産
物
価
値
が

V
プ
ラ
ス

M
に
分
解
す
る
と
い
う
ド
グ
マ
の
発
生
す
る
一
大
根
拠
と
な
る
。
こ
の
説
明
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
、
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
問
題
は
、
主
と
し
て
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
の
問
題
」
|
|

吋
資
本
論
』
「
二
巻
三
篇
」
|
|
の
一
環
と
し
て
解
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
ζ

で
最
初
に
だ
さ
れ
た
問
題
、

1

1
当
付
論
で
は
前
述
の
問
題
(
「
難
問
」
)
が
ど
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
て
い
る
か
ー
ー
に
た
ち
か
え

り
、
乙
れ
を
右
の
『
資
本
論
』
に
基
づ
く
解
、
決
と
く
ら
べ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず

ωに
つ
い
て
は
、
本
付
論
で
は
直
接
言

及
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
す
で
に
基
本
的
に
は
『
要
綱
』
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。

(
7
〉
「
生
き
た
労
働
は
、
単
に
新
し
い
価
値
を
付
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
旧
価
値
に
新
価
値
を
付
加
す
る
行
為
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
旧
価
値
を
維

持
し
不
滅
化
ず
る
」

(zmEE-江
田
由
ぺ
∞
-
N
2
i
)
o

労
働
者
が
材
料
ξ
用
具
の
価
値
を
再
生
産
す
る
の
は
、
「
た
ど
彼
ら
が
そ
れ
ら
の
も
の
に
、
よ

り
大
き
な
価
値
を
付
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
で
あ
り
、

ζ

の
よ
り
大
き
な
価
値
の
付
加
イ
コ
ー
ル
彼
の
労
働
日
で
あ
る
」
(
同
立
仏
・
印
・
巴
出
)

0

川
刊
に
つ
い
て
は
、
本
付
論
で
も
み
た
ご
と
く
、
明
確
な
解
決
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ωり
に
か
ん
し
て
は
ど
う
か
?

亜
麻
布
と
機
械
と
の

交
換
に
お
い
て
は
、
前
者
の
一
部
が
資
本
と
し
て
現
象
し
、
後
者
の
一
部
が
収
入
と
し
て
現
象
す
る
点
が
示
さ
れ
、

お
よ
び
、
事
実
上
で

は
あ
る
が
、

固
め
日
間
〈
〈
+
宮
)
と
い
う
事
態
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
械
製
作
業
者
と
原
料
生
産
者
間
等
で
は
、
不
変
資
本

相
互
の
現
物
填
補
と
い
う
関
係
が
生
じ
、
こ
れ
は
資
本
と
収
入
と
の
交
換
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
と
い
う
点
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
「
二
部
門
分
割
」
と
い
う
取
り
扱
い
が
欠
げ
て
い
る
し
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
」
と
い
う

問
題
の
一
環
と
し
て
扱
わ
れ
て
も
い
な
い
。



で
は
つ
ぎ
に
、

か
か
る
解
決
様
式
を
表
示
し
て
い
る
本
付
論
は
再
生
産
論
の
成
立
上
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
?

な
に
よ
り
も
第
一
に
、

A
-
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
を
発
見
し
て
こ
れ
を
不
変
資
本
の
再
生
産
の
問
題
と
し
て
提
起
し
、
前

述
の
よ
う
に
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
」
と
い
う
固
有
の
問
題
を
提
起
す
る
た
め
の
基
本
的
一
条
件
|
|
『
突

破
口
』
ー
ー
を
つ
く
っ
た
こ
左
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

マ
ル
グ
ス
は
『
要
綱
』
当
時
、
右
の
問
題
を
十
分
に
解
決
し
て
お
ら

ず
、
か
の
ド
グ
マ
か
ら
も
完
全
に
は
ぬ
け
切
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
つ
ぎ
の
叙
述
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
コ
リ
カ

l
ド
は
、
利
潤
と
賃
銀
だ
け
を
必
要
な
生
産
費
構
成
部
分
と
解
し
て
、
原
料
と
用
具
に
ふ
く
ま
れ
る
資
本
の
部
分
を

そ
う
解
し
な
い
と
い
う
彼
に
向
け
ら
れ
る
非
難
の
馬
鹿
ら
し
き
は
そ
こ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
の
う
ち
に
現
存
し
て
い
る
価

値
が
た
だ
維
持
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
限
り
、
こ
れ
は
な
ん
ら
新
た
な
生
産
費
用
を
形
成
し
な
い
。
だ
が
、
こ
の
現
存
し
て
い
る
諸
価
値
そ

れ
自
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
ら
は
再
び
対
象
化
さ
れ
た
労
働
に
1
1
1
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
と
に
1

1

、
賃
銀
と
利
潤
と
に
分
解
す

る
Oi---〉
」
(
定
問
吋
ロ
出
血
ユ
血
白
血
ミ
∞

-
M
4
H
)
0

(
8
〉
つ
ぎ
の
叙
述
は
、
こ
の
付
論
の
二
、
三
ヶ
丹
後
の
ノ
l
ト
第
十
冊
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
付
論
の
意
義
を
マ
ル
ク
ス
自
身
で
の
べ
た
も

の
と
も
解
し
う
る
。
「
A
・
ス
ミ
ス
は
、
『
生
産
物
の
全
価
値
を
労
賃
・
地
代
お
よ
び
資
本
利
得
に
』
分
解
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
価
値
の
一
部
分

を
も
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
不
変
資
本
を
忘
れ
る
こ
と
に
よ
ヲ
て
、
事
実
上
、
す
べ
て
の
そ
の
後
の
経
済
学
者
を
:
:
:
『
邪
道
』
に
導
い
た
c

こ
の
区
別

づ
け
の
欠
如
は
、
私
の
詳
細
な
説
明
が
証
明
す
る
と
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
な
説
明
を
ま
っ
た
く
不
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
O

L

(
吋

目

印

-
E
C
。

第
一
一
に
、
も
う
一
つ
の
意
義
と
し
て
、
こ
の
付
論
は
、
全
諸
商
品
の
再
生
産
を
価
値
と
素
材
の
二
面
か
ち
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
再

生
産
論
に
お
け
る
コ
一
部
門
分
割
」
と
い
う
観
点
・
方
法
を
確
立
す
る
た
め
の
最
初
の
直
按
的
契
機
を
な
し
て
い
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら

れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
付
論
は
、
価
値
と
素
材
と
い
う
こ
側
面
か
ら
商
品
生
産
物
の
「
分
解
」
を
追
求
す
る
過
程
で
、
不
変
資
本
相
互
の
現

物
填
補
と
い
う
事
態
の
説
明
に
関
連
し
て
機
械
お
よ
び
原
料
生
産
部
門
と
そ
の
他
の
消
費
財
生
産
部
門
と
の
重
大
な
区
別
を
明
ら
か
に
し

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
一
ニ
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

一五



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

一六

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
本
付
論
の
主
要
な
意
義
で
あ
る
が
、
他
方
、
そ
の
裏
面
と
し
て
、
本
付
論
の
限
界
を
も
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

れ
は
第
一
に
こ
こ
で
は
、
研
究
の
視
角
が
不
変
資
本
を
填
補
す
る
労
働
が
ど
こ
か
ら
く
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
だ
け
限
定
さ
れ
ベ
社
会

的
総
資
本
の
再
生
産
過
程
」
を
総
括
す
る
と
い
う
再
生
産
論
に
固
有
の
課
題
が
ま
だ
提
起
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
変
資
本
の
填
補
の
研
究
も
右

の
課
題
の
一
環
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
第
二
の
意
義
に
対
し
て
も
、
こ
こ
で
は
な
お
、

「
二
部
門
分
割
」
と
い
う
取

り
扱
い
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
裏
面
を
対
置
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
亜
麻
布
と
い
う
特
殊
な
個
人
的
消
費
資
料
を
全
生
産
物
の

代
表
と
し
て
と
り
あ
げ
、
織
物
業
者
以
外
の
業
者
は
そ
の
全
価
値
額
を
亜
麻
布
に
支
出
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
お
い
て
、
亜
麻
布
の
価
値

お
よ
び
素
材
面
で
の
「
分
解
」
を
追
求
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
方
法
で
は
不
変
資
本
部
分
の
残
り

が
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、

亜
麻
布
の
最
終
部
分
を
も
っ
て
不
変
資
本
部
分
で
は
な
く
、

付
加
労
働
だ
け
を
填
補
す
れ
ば
よ
い
部
門

1
1
1
そ
れ
が
可
能
な
の
は
そ
の
部
門
で
は
不
変
資
本
部
分
が
現
物
で
自
己
填
補
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ー
ー
を
想
定
す
る
と
い
う
解
決

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
不
変
部
分
の
現
物
で
の
自
己
填
補
は
、

い
わ
ば
最
後
の
「
逃
げ
道
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
思
う
に
、
こ
の
方
法
は
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
一
個
の
矛
盾
|
|
つ
ま
り
、
価
値
と
し
て
は
そ
の
全
成
分
が
収
入
に
の
み
分
解
す
る
ベ

き
生
産
物
を
と
り
あ
げ
つ
L
、
素
材
面
で
は
、
こ
の
生
産
物
が
収
入
で
は
買
わ
れ
え
な
い
生
産
手
段
〈
C
部
分
)

に
も
分
解
し
て
ゆ
く
過

程
を
追
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
矛
盾
1
1
0
を
内
包
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
、
第
一
の
限
界
点
お
よ
び

(
9〉

「
二
部
門
分
割
」
7
こ
い
う
方
法
の
欠
如
か
ら
生
じ
た
一
帰
結
果
だ
と
も
い
え
よ
う
。

(
9
)
 

本
付
論
の
意
義
に
か
ん
し
て
、
豆
子
一
説
史
』
の
序
文

(
M
・
L
研
究
所
)
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
第
三
章
で
マ
ル
ク
ス
は
、

:
:
:
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
の
問
題
に
理
論
的
な
仕
上
げ
を
与
え
・
:
て
い
る
。
こ
の
付
論
は
・
:
、
そ
の
一
般
的
意
義
の
ほ
か
に
、
マ
ル
ク
ス
が
い



か
に
し
て
社
会
的
生
産
の
二
部
門
分
割
に
か
ん
す
る
彼
の
学
説
に
到
達
し
た
か
を
示
し
て
い
る
点
で
、
大
き
な
意
義
を
も
っ
・
:
」
(
印
-
N
H
・
傍
点
は

引
用
者
)
。
第
一
に
、
こ
こ
で
は
「
二
巻
三
篇
」
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
の
問
題
」
は
固
有
の
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

ま
し
て
や
、
こ
の
間
題
の
「
理
論
的
な
仕
上
げ
」
は
全
然
と
い
え
る
ほ
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
「
仕
上
げ
」
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
「
入
口
」
、
「
端

初
」
と
い
う
方
が
ま
だ
ま
し
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
第
一
の
点
と
の
関
連
で
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
付
論
で
再
生
産
論
に
お
け
る
「
一
一
部
門
分
割
の
学

説
」
が
達
成
さ
れ
た
と
解
し
う
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
の
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
い
っ
て
こ
れ
も
適
切
で
は
な
い
。

以
上
で
本
付
論
の
検
討
を
終
る
。
し
か
し
、
本
節
を
う
ち
き
る
に
あ
た
っ
て
、
本
付
論
と
そ
の
直
前
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
つ
ぎ
の
四
つ

の
叙
述
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

(1) 

「
重
農
主
義
者
は
、
資
本
が
流
通
中
で
と
る
諸
形
態
(
:
・
固
定
資
本
や
流
動
資
本
)
を
規

定
し
、
ま
た
総
じ
て
、
資
本
の
流
通
過
程
と
再
生
産
過
程
と
の
関
連
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
流
通
に
か
ん
す
る
章
で

「
(
ラ
ム
ジ
ー
が
二
重
に
考
察
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
全
国
的
に
み
た
再
生
産
で
の
生
産
物
に

よ
る
生
産
物
の
填
補
と
、
個
々
の
資
本
家
に
と
っ
て
の
価
値
に
よ
る
価
値
の
填
補
と
は
、
と
も
に
、
資
本
の
流
通
過
程
|
|
こ
れ
は
同
時
に

再
生
産
過
程
で
あ
る
|
|
の
と
こ
ろ
で
、
個
々
の
資
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
つ
の
観
点
で
あ
る
と

(ω
・叶旧
)

O

Q
U
 

た
ち
か
え
ろ
う
」

(ω
・】。)。

(2) 

「
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
問
題
は
、

明
ら
に
か
資
本
の
再
生
産
過
程
ま
た
は
流
通
過
程
の
篇
(
別
ず
R
F
E
2
)
に
属
す
る

問
題
で
あ
る
」
(
の
・
叶
日
)
。
凶

(
本
付
論
の
最
終
部
分
で
の
文
章
)

「
こ
の
問
題

(
不
変
資
本
相
互
の
現
物
填
補
に
関
連
す
る
問
題
|
引

用
者
)
は
こ
の
程
度
に
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
資
本
の
流
通
の
と
こ
ろ
で
た
ち
か
え
る
こ
と
に
し
よ
う
」

2
・
ロ
。
)
。

右
の
叙
述
に
み
ら
れ
る
構
想
は
、

の
ち
に
「
二
巻
三
篇
」
構
想
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
見
逃
し
え
ぬ
契
機
で
あ
る
。
ま
た
、
剛
、
凶

を
み
る
と
、

『
要
綱
』
等
に
示
さ
れ
た
「
資
本
一
般
」

l
流
通
篇
|
の
叙
述
範
囲
の
構
想
が
若
干
く
ず
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な

ぜ
な
ら
、

は
し
が
き
で
示
し
た
よ
う
に
(
注
3
)
、
前
提
と
し
て
現
わ
れ
る
不
変
資
本
は
、
種
々
の
産
業
部
門
で
諸
資
本

が
相
互
に
前
提
と
し
て
指
定
し
あ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
多
数
の
資
本
を
も
ち
こ
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い

『
要
綱
』
で
は
、

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

七



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
一
一
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

た
か
ら
で
あ
る
。

入

第
二
節

資
本
と
収
入
と
の
交
換
等
に
か
ん
す
る
付
論
の
検
討

こ
の
付
論
は
、

ノ
ー
ト
第
九
冊
、

c
・
ガ
ニ
I
ル
の
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
に
か
ん
す
る
主
張
ー
ー
と
く
に
総
生
産
物
と
純
生

産
物
と
の
区
別
に
か
ん
す
る
主
張
|
|
の
検
討
に
付
髄
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
(
『
学
説
史
』
で
は
、
第
一
巻
「
第
四
章
、

一
O
、
収
入
と
資
本
と
の
交
換
。
年
生
産
物
の
総
分
量
の
填
補
」
に
当
っ
て
い
る
〉
。

ま
ず
、
ご
く
簡
単
な
概
括
か
ら
始
め
よ
う
。

こ
の
研
究
の
た
め
に
は
、
収
入
の
う
ち
新
資
本
に
転
化
さ
れ
る
部
分
を
ゼ
ロ
と
し
、
全
収
入
は
収
入
と

L
て
消
費
さ
れ
る
か
、
消
耗
資

本
を
填
補
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
と
み
な
す
。
従
っ
て
、
年
々
の
総
生
産
物
量
は
二
つ
の
部
分
|
収
入
と
し
て
消
費
さ
れ
る
部
分
と
、
消
費

さ
れ
る
不
変
資
本
を
現
物
で
填
補
す
る
部
分
と
に
分
れ
る
。

収
入
と
収
入
と
の
交
換
。
個
人
的
に
消
費
さ
れ
う
る
商
品
の
生
産
部
門
間
の
収
入
と
収
入
と
の
交
換
に
き
い
し
て
は
、
商
品
の
形
式
的

形
態
泌
氏
換

W
I
G
-
wが
お
こ
な
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
交
換
さ
れ
あ
う
両
商
品
は
、
新
付
加
労
働
の
一
部
分
の
み
を
あ
ら
わ
す
c

そ
し

て
か
か
る
変
換
に
よ
っ
て
生
産
物
の
一
部
分
が
片
づ
く
。
だ
が
、
残
り
の
全
生
産
に
つ
い
て
は
よ
り
複
雑
な
関
係
が
生
ず
る
c

資
本
と
収
入
と
の
交
換
。
ど
の
部
分
で
も
、
総
生
産
物
の
一
部
分
は
収
入
を
あ
ら
わ
す
が
、
こ
の
部
分
が
直
接
に
現
物
で
収
入
に
入
り

こ
み
う
る
の
は
、
生
産
部
門
の
一
部
分
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
み
を
あ
ら
わ
す
全
生
産
物
ば
、
現
物
で
は
収
入
と
し
て
消

費
さ
れ
、
ず
、
そ
の
価
値
だ
け
が
収
入
と
し
て
消
費
さ
れ
う
る
。
こ
の
部
門
(
部
類
B
)
の
生
産
者
は
、
彼
ら
の
個
人
的
消
費
に
必
要
な
生

産
物
(
生
産
手
段
)
部
分
を
収
入
と
し
て
支
出
し
、
そ
の
代
り
に
個
人
的
消
費
生
産
物
を
獲
得
す
る
以
外
に
な
い
。
他
方
、
個
人
的
消
費

資
料
の
生
産
部
門
(
部
類
A
)
の
生
産
者
は
、
彼
ら
の
生
産
物
の
ま
ま
で
は
不
変
資
本
を
填
補
し
え
な
い
の
で
、
こ
れ
に
当
る
部
分
を
生



産
手
段
と
交
換
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
品
交
換
の
こ
の
部
分
は
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
こ
の
交
換
は
部
類
A
に
と

つ
て
は
、
資
本
の
資
本
へ
の
転
化
を
あ
ら
わ
し
、
部
類
B
に
と
っ
て
は
、
収
入
の
単
な
る
転
形
を
あ
ら
わ
す
。
両
側
か
ら
み
れ
ば
、

A 
t工

自
分
の
不
変
資
本
を
B
の
収
入
と
交
換
し
、

B
は
自
分
の
収
入
を
A
の
不
変
資
本
と
交
換
す
る

B
の
収
入
が

A
の
不
変
資
本
を
、

A 

の
不
変
資
本
が

B
の
収
入
を
、
填
補
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
、
交
換
そ
れ
自
体
で
は
、
単
純
な
商
品
交
換
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
に
と
っ
て
は
、
収
入
や
資
本
と
い
う
規
定
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
売
り
手
と
買
い
手

は
、
単
に
商
品
所
有
者
と
し
て
だ
け
、
相
対
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、

「
資
本
が
資
本
と
し
て
労
働
力
商
品
に
対
す
る
」
場
合
l

ー
「
資
本
家
の
資
本
が
労
賃
に
転
化
さ
れ
、
労
働
が
資
本
に
転
化
さ
れ
る
場
合

L
I
-
-と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
ら
か
に

な
る
こ
と
は
、
個
人
的
消
費
生
産
物
は
、
そ
れ
が
個
人
的
消
費
に
入
り
こ
む
限
り
で
は
、
収
入
と
だ
け
交
換
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
前
節
の
付
論
の
前
提
に
従
え
ば
、
部
類
A
の
収
入
は
彼
の
総
生
産
物
の
1
一3
で
あ
り
、

不
変
資
本
は
2
一3
で
あ
る
。
従
っ
て
、

A 
の

総
生
産
物
の
残
り
2
一3
(
不
変
資
本
価
値
)

は
、
部
類
B
の
年
労
働
の
生
産
物
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
総
生
産

物
A
の
こ
の
2
一3
は
、
最
初
の
1
一3
と
同
様
に
個
人
的
消
費
に
入
り
こ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

B
に
よ
っ
て
|

B
の
生
産
物
の
う
ち
収
入

を
あ
ら
わ
す
部
分
と
交
換
さ
れ
て
入
手
さ
れ
う
る
。
こ
う
し
て
、
総
生
産
物
A
が
収
入
と
交
換
さ
れ
、
他
面
で
は
、
社
会
の
総
収
入
も

生
産
物
A
に
支
出
さ
れ
る
。

「
こ
う
し
て
我
々
は
、

A
の
最
後
の
2
一3
を
片
づ
け
た
」

(
ω
-
M
C
M
)

。

資
本
と
資
本
と
の
交
換
。
こ
れ
ま
で
に
、

A
の
全
生
産
物
と
、

B
の
生
産
物
の
一
部
が
片
づ
い
た
。

し
か
し
な
お
、
総
生
産
物
の
エ
3

が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
産
物
B
の
う
ち
、
彼
の
不
変
資
本
を
あ
ら
わ
ず
部
分
で
あ
っ
て
、

B
の
収
入
に
入
り
こ
ま
ず
、
従
っ
て
生

A
の
不
変
資
本
に
入
り
こ
ま
な
い
部
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
部

分
は
、
そ
の
交
換
に
お
い
て
、
収
入
と
収
入
と
の
交
換
も
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
も
あ
ら
わ
し
え
な
い
。
そ
れ
は
、
世
襲
動
心
の
み
消

産
物
A
に
よ
っ
て
填
補
・
交
換
さ
れ
え
な
い
部
分
、

従
っ
て
ま
た
、

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

九



再
生
産
論
〈
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
〉
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

。

費
さ
れ
、
総
生
産
物
の
他
の
部
分
と
同
様
に
、
総
生
産
物
の
う
ち
で
占
め
る
比
率
に
応
じ
て
填
補
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
同
じ
種
類

の
新
生
産
物
で
現
物
填
補
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
方
、
そ
れ
は
付
加
労
働
で
は
填
補
さ
れ
え
な
い
。

2
固
定
資
本
の
形
成
、
3
補
助
材
料
、

(
つ
い
で
、

こ
の
部
分
の
構
成
を
み

従
っ
て
こ
の
場

合
に
は
、
不
変
資
本
に
よ
る
不
変
資
本
の
填
補
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
填
補
が
置
挨
に
交
換
な
し
に
お
こ
な
わ
れ
な
い
限
り
、
資

本
と
資
本
と
の
交
換
が
|
つ
ま
り
、
素
材
的
に
み
れ
ば
産
業
的
に
消
費
さ
れ
る
生
産
物
と
生
産
物
と
の
交
換
が
|
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ

る
と
そ
れ
は
、

-
原
料
、

等
に
入
り
こ
む
不
変
資
本
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
)
。

る
。
従
っ
て
、

事
業
家

(aSHOE)
と
事
業
家
と
の
あ
い
だ
の
取
引
は
「
事
業
家
」
と
「
消
費
者
」
と
の
あ
い
だ
の
取
引
に
等
し
い
と

う
A
・
ス
ミ
ス
の
命
題
は
誤
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
ま
た
、

ト
ウ
グ
が
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
こ
の
命
題
に
基
づ
い
て
立
て
た
立
論
も
誤
り
で

占
め
る
ο

「
事
業
家
」

同
志
の
取
引
も
貨
幣
を
必
要
と
し
、
ま
た
商
人
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
が
、

し
か
し
、
貨
幣
流
通
の
う
ち
と
の
部
面

に
属
す
る
部
分
は
、
「
事
業
家
」
と
「
消
費
者
」
聞
の
取
り
引
の
そ
れ
と
は
全
然
別
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
問
題
を
末
解
決
の
問
題
と
し
て
残
し
て
お
く
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
収
入
の
も
と
に
一
括
し
て
扱
っ
て

き
た
「
労
賃
が
、
同
時
に
資
本
家
の
流
動
資
本
部
分
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
、
乙
こ
で
ど
の
範
囲
ま
で
問
題
と
な
る
か
」

(
ω
-
M
H
S

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
剰
余
価
値
の
一
部
が
労
賃
に
、
他
の
一
部
が
不
変
資
本
に
再
転
化
さ
れ
る
こ
と
が
こ
L
で
考
察
さ

れ
た
諸
項
目
で
の
商
品
交
換
に
ど
う
影
響
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

(
叩
)
の
ち
の
展
開
の
た
め
に
つ
け
加
え
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
固
定
資
本
の
填
補
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
|
価
値
増
殖
過
程
に

は
、
原
料
、
補
助
材
料
、
固
定
資
本
磨
損
分
等
が
全
部
入
り
こ
む
。
部
類
A
、
B
に
お
け
る
固
定
資
本
の
残
り
部
分
す
べ
て
は
、
現
実
的
再
生
産
に

は
規
定
的
な
も
の
と
し
て
は
入
り
こ
ま
な
い
か
ら
填
補
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
。
右
の
部
分
が
総
資
本
に
く
ら
べ
て
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
磨
損
し
た
固

定
資
本
の
填
補
に
当
て
ら
れ
る
再
生
産
の
現
実
的
分
量
は
一
一
層
大
き
く
な
る
が
、
他
方
、
総
資
本
に
対
す
る
比
例
的
分
宣
は
相
対
的
に
よ
り
小
さ
く

な
る
。



(
日
)
第
一
の
問
題
は
、
事
実
上
で
は
、
年
生
産
物
の
再
生
産
に
お
け
る
可
変
資
本
の
転
形
に
か
ん
す
る
問
題

l
iつ
ま
り
、
労
賃
支
出
を
と
お
し
て

C
と
V
と
が
貨
幣
資
本
と
し
て
再
現
す
る
関
係
、
お
よ
び
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
交
換
で
流
通
に
投
下
さ
れ
た
貨
幣
の
と
る
形
態
諸
規
定
に
か
ん

す
る
問
題
で
あ
る
(
「
二
巻
一
二
篇
第
二
十
章
第
十
節
資
本
と
収
入
、
可
変
資
本
と
労
賃
」
参
照
)
o

こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
問
題
を
右
の
よ
う

な
形
で
表
示
せ
ず
に
、
-

I

勿
賃
が
流
動
資
本
部
分
と
し
て
も
現
れ
る
」
と
い
う
形
で
一
示
し
、
こ
の
こ
と
が
当
付
論
で
扱
っ
た
年
総
生
産
物
量
の
填
補

と
三
つ
の
交
換
形
態
の
問
煙
の
中
で
ど
の
よ
う
に
と
の
程
度
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
こ
と
自
身
、

こ
の
面
に
お
け
る
彼
の
研
究
の
進
行
程
度
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
、
「
一
一
巻
三
篇
第
二
十
一
章
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
」
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ル
ク
ス
は
、
右
の
二
つ
の
末
解
決

点
(
「
間
奏
曲
」
〉
を
、
「
こ
の
歴
史
的
・
批
判
的
部
分
の
あ
い
ま
あ
い
ま
に
奏
し
お
え
る
こ
と
」
と
の
べ
て
お
り
、
事
実
、
第
一
点
に
つ
い
て
は
つ

ぎ
に
み
る
節
で
、
第
二
点
に
つ
い
て
も
リ
カ
l
ド
蓄
積
論
の
箇
所
そ
の
他
等
で
「
奏
し
て
」
い
る
(
後
述
)
。

以
上
の
概
括
か
ら
、

つ
ぎ
の
評
価
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
前
節
付
論
の
諸
論
点
が
一
一
層
一
般
化
さ
れ
、

か
っ
、
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
こ
こ
で
始
め
て
、
社
会
の
全

生
産
部
門
が

A
部
類
と

B
部
類
(
個
人
的
消
費
資
料
部
門
と
生
産
手
段
部
門
)
と
い
う
二
大
部
門
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
二
部

門
分
割
の
下
で
社
会
の
総
生
産
物
量
が
価
値
と
素
材
面
で
填
補
さ
れ
る
基
本
的
関
連
が
、
蕗
品
交
換
の
三
つ
の
区
別
を
と
お
し
て
、
前
節
付

論
よ
り
も
一
般
的
、

か
っ
、
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
商
品
流
通
が
資
本
家
的
再
生
産
過
程
の
担
い
手
と
の
関
連
で

三
つ
に
概
括
さ
れ
つ
つ
、
右
の
基
本
的
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
付
論
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
(
後
述
)

か
ら
と
は

い
え
、
事
実
上
、
再
生
産
論
の
コ
二
大
支
点
」
の
い
わ
ば
『
原
型
』
を
明
ら
か
に
す
る
一
契
機
と
し
て
注
目
す
べ
き
意
義
を
有
す
る
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
な
お
、
前
節
付
論
と
同
様
に
、
本
付
論
で
も
、

「
二
巻
三
篇
」

に
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
社
会
酌
総
資
本
の
流
通

過
程
」
と
い
う
独
自
の
対
象
が
意
識
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
は
、
本
付
論
の
重
大
な
限
界
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
前
節

付
論
と
本
節
付
論
の
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
意
味
で
、

「
資
本
家
的
総
再
生
産
過
程
」
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
〉
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

に
よ
っ
て
、

マ
ル
グ
ス
の
視
角
を
社
会
的
再
生
産
過
程
研
究
の
輝
し
い
成
果
た
る
ケ
ネ

i

『
経
済
表
』
へ
向
け
さ
せ
て
い
っ
た
。
本
付
論

の
直
後
に
、

ケ
ネ

I

『
経
済
表
』
の
検
討
〈
「
岐
論
」
)
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

第
三
節

ケ
ネ
!
の

『
経
済
表
』

に
か
ん
す
る
「
岐
論
」

の
検
討

ノ
ー
ト
第
十
冊
で
は
、

ケ
ネ
!
の
『
経
済
表
』
に
か
ん
す
る
検
討
が
、

「
岐
論
」

(
九
戸
ず
宮
町
君
。
は
ロ
ロ
ぬ
)

と
し
て
お
乙
な
わ
れ
℃
い
る

ケ
ネ
ー
に
よ
る
『
経
済
表
』
(
岐
論
)
」
に
当
る
)
。

一
一
つ
の
付
論
の
執
筆
直
後

l
一
八
六
二
年
の
四
月
下
旬
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

(
こ
れ
は
、
『
学
説
史
』

「
第
六
章

こ
の
「
岐
論
」
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
前
記

(
日
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
学
説
史
』
の
編
集
者
注
記
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

コ
八
八
〕
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
は
、
シ
ュ
マ
ル
ツ
の
著
者
『
経
済
学
。
ア
ン
リ
・
ジ
ョ
フ
ロ
ア
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
翻
訳
』
第
一
巻
、
パ

リ
、
一
八
二
六
年
、
一
二
二
九
ペ
ー
ジ
に
あ
る
『
経
済
表
』
の
書
き
方
を
使
ヲ
て
い
る
。

シ
ユ
マ
ル
ツ
の
見
解
を
マ
ル
ク
ス
は
ノ
i
ト
第
六
冊
二
四
一

l
二
ペ
ー
ジ
で
批
判
し
て
い
る
(
本
書
八
三

i
四
ペ
ー
ジ
を
み
よ
)
。
ま
た
シ
ユ
マ

ル
ツ
に
か
ん
す
る
補
足
的
記
述
が
、
彼
の
著
書
か
ら
の
引
用
文
と
一
諸
に
、
ノ
ー
ト
第
九
冊
の
最
後
の
四
二
一
ペ
ー
ジ
に
あ
る
(
本
書
二
八
四
|
五

ペ
ー
ジ
を
み
よ
)
。
そ
の
つ
ぎ
の
ベ
1
ジ
(
ノ
i
ト
第
十
冊
四
二
二
ペ
ー
ジ
)
で
ヶ
、
不
l
の
『
経
済
表
』
の
批
判
的
分
析
に
あ
て
た
「
岐
論
』
に
移

っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
ば
、
シ
ユ
マ
ル
ツ
の
著
書
に
よ
勺
て
『
経
済
表
』
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
止
し
岐
論
』
全
体
・
:
・
:
を

通
じ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
、
自
分
の
論
及
し
て
い
る
著
者
た
ち
の
著
書
か
ら
の
引
用
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
注
円
に
価
い
す
る
。

た
だ
最
後
の
ベ

I
ジ
で
、
ス
ミ
ス
の
文
章
を
引
用
し
、
ま
た
プ
ル
l
ド
ン
の
文
章
を
抜
奉
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
手
稿
の
う
ち
ブ
ル
l
ド

ン
を
論
じ
た
個
所
〈
四
二
八
ペ
ー
ジ
)
に
属
す
る
、
と
指
示
し
て
あ
る
(
そ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
指
示
に
使
い
、
本
書
で
は
、
プ
ル
l
ド
ン
か

ら
の
抜
翠
を
四
七
一
一
ペ
ー
ジ
に
移
し
た
)
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
『
岐
論
』
を
書
き
お
ろ
し
た
さ
い
、
マ
ル
ク
ス
の
手
も
と
に
は
、
ケ
ネ
ー
や
、

論
及
さ
れ
た
他
の
著
者
た
ち
の
著
書
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
論
で
き
る
。
お
そ
ら
く
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
『
岐
論
』
の
ほ
と
ん
ど
全
部
(
手
稿
四
三

七
ペ
ー
ジ
に
あ
げ
た
ス
ミ
ス
お
よ
び
プ
ル

l
ド
ン
か
ら
の
引
用
文
に
い
た
る
ま
で
)
を
、
一
八
六
二
年
四
月
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
滞
在
中
に
書
い
た

も
の
と
忠
わ
れ
る
。
手
稿
ノ
l
ト
第
二
十
三
冊
一
四
三
三
1

四
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
重
農
主
義
者
に
か
ん
す
る
補
足
的
記
述
で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
『
経



済
表
』
を
、
ヶ
ネ
ー
が
そ
の
著
『
経
済
委
の
分
析
』
で
示
し
た
形
で
あ
げ
て
い
る
:
:
・
。
」

2
・
勾
凶
)

0

ち
な
み
に
、
前
記
『
マ
ル
グ
ス
年
譜
』
の
指
示
を
み
る
と
、
「
四
月
一
日
二
五
日
頃
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1

マ
ル
ク
ス
:
:
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
家

に
滞
在
」
と
し
て
、
そ
の
根
拠
を
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
(
一
八
六
二
年
四
月
二
十
八
日
付
)
、
ボ
ル
ク
ハ
イ
ム
か
ら
マ
ル
ク
ス

ヘ
(
同
年
五
月
二
日
)
、
ア
イ
ヒ
ホ
フ
か
ら
7

ル
グ
ス
ヘ
(
同
与
四
月
六
日
)
等
の
手
紙
に
求
め
て
い
る
(
前
掲
戸
町
6
0

「
般
論
」
の
検
討
に
入
る
ま
え
に
、
あ
ら
か
じ
め
つ
ぎ
の
二
点
を
示
し
て
お
こ
う
(
こ
れ
ら
は
、

ノ
ー
ト
第
六
冊
に
お
け
る
フ
イ
ジ
オ

グ
ラ

i
ト
の
考
察
中
に
一
不
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)
。

第
一
に
重
農
主
義
者
た
ち
は
、

剰
余
価
値
の
起
源
に
か
ん
す
る
研
究
を
流
通
部
面
か

ら
主
産
部
商
に
移
し
、
資
本
家
的
生
産
を
分
析
す
る
基
礎
を
す
え
た
点
で
偉
大
な
巧
績
を
果
し
た
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
は
剰
余
価
値
を
つ

く
る
労
働
の
み
を
生
産
的
と
考
え
た
が
、

か
か
る
労
働
を
農
業
労
働
だ
け
に
限
定
し
、
地
代
を
唯
一
の
剰
余
師
値
と
み
な
し
た
。
第
二
に

彼
ら
は
、
資
本
が
労
働
過
稜
で
実
存
し
分
解
す
る
種
々
の
対
象
的
諸
成
分
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
資
本
が
流
通
過
程
で
と
る
諸
形
態

(
固
定
資
本
と
流
動
資
本
)
を
規
定
し
、
ま
た
総
じ
て
、
資
木
の
流
通
過
程
と
再
生
産
過
程
と
の
関
連
を
規
定
し
た
点
で
も
す
ぐ
れ
た
役

割
を
果
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
流
通
過
程
を
再
生
産
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
と
い
う
ケ
ネ
!
の
観
点
は
、
同
時
に
、

マ
ル
ク
ス
自
身
の
そ
れ
で
あ
り
、
前

二
節
の
付
論
を
通
じ
て
一
層
深
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
「
岐
論
」
の
自
国
頭
に
あ
る
つ
ぎ
の
妓
述
は
、
こ
う
し
た
内
容
的
に
深
め
ら
れ

た
観
点
に
茎
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
乙
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
の
分
析
視
角
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
『
表
に

り
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
:
:
:
貨
幣
流
通
が
筒
品
流
通
お
よ
び
再
生
産
に
よ
っ
て
|
|
l
事
実
上
で
は
資
本
の
流
通
過
程
に
よ
っ
て
1
1
1

規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
み
現
わ
れ
る
、
そ
の
現
わ
れ
方
で
あ
る
」

(ω
・
自
己
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
ケ
ネ
!
の
『
表
』
の
考
察

も
、
主
と
し
て
、
己
う
し
た
視
点
か
ら
し
て
、

「
農
業
者
」
と
「
地
主
」
、
つ
地
主
」
と
「
工
業
者
」
、
「
農
業
者
」
と
「
工
業
者
」
等
々
に

お
け
る
再
生
産
と
貨
幣
流
通
の
諸
様
式
の
考
察
l
l
|そ
れ
に
付
随
し
て
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
貨
幣
流
通
の
考
察
ー
ー
と
し

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

)
 。
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50億

二
四

て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
こ
で
も
、
こ
う
し
た
考
察

(
「
岐
論
」
)
を
四
つ
に
わ
け
て
概
括
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

便
宜
上
、
ま
ず
ケ
ネ

1
の
『
経
済
表
』

|
|
i
前
注
記
マ
ル
グ
ス

使
用
の
も
の
ー
ー
ー
を
表
示
し
て
お
く
。

(
日
)
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
『
表
』
を
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、

「
ケ
ネ
ー
が
そ
の
都
度
ひ
と
つ
の
流
通
の
出
発
点
と
み
な
し
て

い
る
も
の
を
，
y
、，
r
、

a
で
あ
ら
わ
し
、
流
通
に
お
け
る
つ
ぎ

の
環
を
b
、

c
、
d
お
よ
び
、

b
、
b
で
あ
ら
わ
」
し
て
い
る

2
・
N
N
)
o

な
お
、
ケ
ネ
l
の
『
経
済
表
』
に
は
、
大
別
し

て
、
一
七
五
八
年
の
「
原
表
」
(
目
広
岡
田

m
-
m
Eロ
agzgε

と
称
さ
れ
る
も
の
と
、
一
七
六
七
年
の
「
範
式
」

Q
R
B
Z
Z

E
S
E
E
g
b
gロ
O
B
E
E白
)
と
称
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
り
、

両
者
間
に
は
著
し
い
相
違
あ
る
い
は
発
展
関
係
1

1
一
言
に
し

て
い
え
ば
、
「
範
式
」
は
「
原
麦
」
よ
り
も
『
社
会
的
総
資
本
』

の
再
生
産
を
図
示
す
る
う
え
で
よ
り
完
成
し
た
形
式
を
有
す
る

[
iー
が
み
と
め
ら
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い

る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
範
式
」
の
方
で
あ
る
。
両
表
の
関
連
自

体
に
つ
い
て
は
、
注
目
す
べ
き
労
作
と
し
て
さ
し
当
り
、
渡
辺

輝
雄
氏
の
諸
労
作
、
と
り
わ
け
『
創
設
者
の
経
済
学
』
(
未
来

社
)
を
あ
げ
う
る
。

一、

「
借
地
農
業
者
」

(
F
)
と
「
地
主
」

(
P
)
と
の
流
通



ー

l
F
へ
の
貨
幣
の
還
流

!
lお
よ
び
「
地
主
」
と
「
工
業
家
」

(
S
)
と
の
流
通
。

F
が
地
代
(
二
十
億
〉
を
貨
幣
で

P
に
支
払
い
、

P 

が
こ
の
貨
幣
で

F
と
S
か
ら
食
糧
と
工
業
口
聞
を
十
億
づ
L
買
う
場
合
。
こ
の
場
合
、

一
方
で

F
へ
の
貨
幣
の
還
流
が
生
じ
、
他
方
総
生
産

物
の
1
一5
(
注
記
日
参
照
)
と
S
の
生
産
物
の
半
分
が
処
分
さ
れ
、
最
終
的
に
消
費
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

F
へ
の
貨
幣
還
流
は
、

こ
の

運
動
が
一
つ
の
再
生
産
過
握
を
表
現
す
る
限
り
で
の
貨
幣
還
流
と
は
本
質
的
に
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
生
産
者
が
百
ポ

ン
ド
(
生
産
手
段
に
八
十
、

生
活
手
段
に
二
十
)

を
投
じ
た
場
合
、

付
加
労
働
を
二
十
ポ
ン
ド
と
す
れ
ば
、

生
産
物
は
百
ポ
ン
ド
で
あ

る
。
彼
が
こ
の
生
産
物
を
売
れ
ば
、
彼
の
手
に
百
ポ
ン
ド
の
貨
幣
が
還
流
す
る
。
こ
の
さ
い
、

G
w
i
G
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
示
す
。
す

な
わ
ち
、
貨
幣
が
単
に
形
態
的
に
商
品
に
転
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
商
品
は
使
用
価
値
と
し
て
現
実
に
消
費
さ
れ
、
流

通
か
ら
脱
落
し
て
消
費
に
入
り
、

し
か
も
産
業
的
に
消
費
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
、
そ
の
価
値
は
そ
の
消
費
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

再
生
産
さ
れ
る
の
だ
か
ら
貨
幣
は
再
び
過
程
の
終
り
に
前
面
に
現
わ
れ
、

G
i
w
i
Gと
い
の
運
動
で
自
ら
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、

P
か
ら
F
へ
の
貨
幣
還
流
に
は
、
再
生
産
過
程
は
生
じ
な
い
。
も
し

F
が
地
代
の
半
分
を
直
接
に
現
物

で
支
払
っ
た
と
す
れ
ば
、
貨
幣
流
通
は
ま
っ
た
く
生
ぜ
ず
、
全
流
通
は
単
純
な
持
ち
手
の
交
換
、
生
産
物
の
移
譲
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。

貨
幣
は

F
に
と
っ
て
は

P
に
対
す
る
支
払
手
段
と
し
て
機
能
し
、

P
に
と
っ
て
は

F
に
対
す
る
購
買
手
段
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
う
し
た

再
生
産
に
よ
っ
て
現
定
さ
れ
な
い
独
自
的
貨
幣
還
流
は
、
収
入
と
資
本
と
の
交
換
に
お
い
て
は
つ
ね
に
生
ぜ
ぎ
る
を
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

「
資
本
の
う
ち
産
業
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
で
流
通
す
る
部
分
〈
つ
ま
り
、

流
通
資
本
の
う
ち
可
変
資
本
に
等
し

い
部
分
)
に
お
い
て
も
、
貨
幣
の
そ
の
出
発
点
へ
の
還
流
が
生
ず
る
」

(ω
・
日
∞
印
)
。
こ
の
還
流
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
少
し
も
再
生
産

を
表
現
し
な
い
。
こ
の
場
合
の
還
流
は
、
資
本
家
が
最
初
に
買
い
手
と
し
て
現
わ
れ
、
再
び
同
じ
相
手
に
売
り
手
と
し
て
現
わ
れ
る
左
こ

G
l
w
l
G
に
お
け
る
よ
う
に
、
第
二

ろ、
hr
ら
き
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
資
本
と
し
て
の
貨
幣
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

五



再
生
産
論
会
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
〈
一
)

一一六

の
G
が
最
初
の

G
よ
り
も
大
き
い
貨
幣
額
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
む
し
ろ
こ
れ
は
、
同
じ
貨
幣
額
が
そ
の
出
発
点

に
形
式
的
に
還
流
す
る
こ
と
の
表
現
で
し
か
な
い
。
だ
か
ら
私
が
第
一
冊
(
『
経
済
学
批
判
』
「
第
二
章
第
三
節
」
|
引
周
者
)
で
、
形
態
G

|

〈

U
)

w
l
G
は
あ
く
ま
で

G

W

G

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
」

(ω
・
自
由
)
。
な
お
、
労
働
者
の
場
合
、
そ
の
出

発
白
川
は
つ
ね
に
売
り
手
と
し
て
三
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
収
入
の
支
出
だ
け
を
示
す
貨
幣
流
通
全
体
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
例

え
ば
、
資
本
家
の
個
人
的
消
費
の
た
め
の
貨
幣
支
出
の
場
合
、
還
流
は
彼
に
つ
い
て
は
起
ら
ず
売
り
手
の
資
本
を
収
入
支
出
が
填
補
す
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
買
い
手
が
再
び
売
り
手
に
な
る
場
合
、
従
っ
て
、
す
べ
て
の
買
い
手
ぷ
互
い
に
売
る
た
め
に
買
い
、
買
う
た
め
に

売
る
一
切
の
商
業
資
本
に
あ
っ
て
は
、
ど
こ
で
も
こ
の
還
流
形
態
G
l
w
l
G
が
み
ら
れ
る
。
不
変
資
本
の
交
換
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
場
合
、

「
貨
幣
の
還
流
が
表
現
し
て
い
る
も
の
は
、

た
だ
、
貨
幣
を
商
品
と
ひ
き
か
え
に
支
出
し
流
通
に
投
じ
た

人
が
、
別
の
高
品
を
流
通
に
投
入
し
、
そ
れ
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
只
幣
を
再
び
流
通
か
ら
と
り
も
ど
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
」

(
ω
-
N
∞恥
)

0

(
V
H
)

マ
ル
ク

λ

は
、
こ
こ
で
右
の
貨
幣
盟
理
流
の
誤
っ
た
解
釈
例
と
し
て
、
デ
ス
ユ
ァ
ト
・
ド
・
ト
ラ
シ
の
主
張
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
ト
ラ
シ
は
、

単
な
る
貨
幣
の
還
流
か
ら
利
潤
の
発
生
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
こ
う
し
た
主
張
の
批
判
は
、
こ
こ
の
「
岐
論
」
に
さ
き
だ

っ
ノ

I
ト
第
九
冊
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
(
『
学
説
史
』
「
〔
一
四
〕
デ
ス
ユ
ッ
ト
・
ド
・
ト
ラ
シ
伯
。
〔
利
潤
の
起
源
に
か
ん
す
る
俗
流
的
概
念
:
・
こ
〉
。

そ
の
批
判
の
中
心
的
論
点
は
、
「
第
二
巻
第
三
篇
第
二
十
章
第
十
三
節
ト
ラ
シ
の
再
生
産
論
」
に
一
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。

一一、

「
借
地
農
業
者
」

(
F
)
と
「
工
業
者
」

(
S
)
と
の
流
通
l
F
へ
の
貨
幣
還
流
。

S
が
地
主

(
P
)
か
ら
え
た
貨
幣
(
十
億
)
で

F

か
ら
食
糧
(
十
億
)
を
買
う
場
合
(
『
表
』
c
i
d
線
)
。
総
生
産
物
の
さ
ら
に
1
一5
が
流
通
か
ら
脱
落
し
て
消
費
さ
れ
る
。

S
は
F
と
の
ホ
〈

換
に
お
い
て
、
貨
幣
を
再
び
食
糧
に
転
化
し
、
従
っ
て
、
労
賃
に
投
下
さ
れ
て
消
費
さ
れ
た
彼
の
資
本
を
填
補
す
る
。
十
億
の
食
糧
へ
の

こ
の
再
転
化
は
、

P
の
場
合
、

た
だ
消
費
だ
け
を
あ
ら
わ
し
、

S
の
場
合
に
は
再
生
産
を
あ
ら
わ
ず
。
け
だ
し
、
彼
は
自
分
の
商
品
の
一
部



を
再
び
そ
の
生
産
要
素
の
一
つ
に
転
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
場
合
に
は
、

W

G

W

は
同
時
に
、
商
品
の
現
実
的
な
1
i
i単

に
形
態
的
な
も
の
で
は
な
い

l
l変
態
の
開
始
を
、
商
品
の
再
生
産
の
開
始
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
資
本
の
変
態
で
あ
る
。

他
方
、

F
の
下
へ
第
二
の
十
億
(
地
代
と
し
て

P
に
支
払
っ
た
貨
幣
)
が
還
流
す
る
。
だ
が
、
こ
の
還
流
も
、
前
と
同
様
の
性
質
の
も
の

で
あ
る
。
た

x
、
今
度
の
場
令
は
、
貨
幣
が
直
接
P
か
ら
還
流
す
る
の
で
は
な
く
、

P
と
S
と
の
あ
い
だ
で
流
通
手
段
と
し
て
機
能
し
た

の
ち
で
あ
る
。

つ
い
で

F
は、

「
年
前
払
と
原
前
払
」
と
を
填
補
す
る
た
め
に
、

S
か
ら
十
億
だ
け
買
う
。
こ
れ
で

S
の
生
産
物
の
残
り

半
分
が
片
づ
く
。
こ
れ
は
単
純
な
流
通
過
程
で
あ
る
。
他
方
、
商
品
と
し
て
実
存
す
る
生
産
物
の
第
二
の
部
分
が
貨
幣
に
転
化
さ
れ
る
。

こ
れ
ほ
ど
ち
ら
の
側
で
も
資
木
の
変
態
で
あ
る
。
十
億
だ
け
の
製
造
品
(
前
年
の
収
獲
の
生
産
物
)
が
流
通
か
ら
再
生
産
的
消
費
に
入
る

S
が
十
億
の
貨
幣
を
原
料
等
に
転
再
化
す
る

(
a
1
b
)
。

(raluu
線
)
。
最
後
に
、

こ
れ
は
単
純
な
流
通
で
あ
る
と
同
時
に
、

S
に
と
っ

f
」
十
血
、

ν
t
 
彼
の
資
本
の
変
態
で
あ
り
、

F
に
と
っ
て
は
、

彼
の
生
産
物
の
貨
幣
へ
の
再
転
化
で
あ
る
。
こ
れ
で
総
生
産
物
の
最
後
の
1
一5

(
注
記
日
参
照
)
が
流
通
か
ら
消
費
に
入
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
と
の
1
一5
は
F
の
再
生
産
へ
直
接
に
入
り
こ
む
の
で
あ
っ
て
、

流
通
に
は
入

り
こ
ま
な
い
。
か
く
し
て
、

F
は
再
び
二
十
億
の
貨
幣
を
所
有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ケ
ネ
l
は
F
を
資
本
家
と
み
な
し
、

P
を
『
収
入
の

受
け
取
り
手
』
、

S
を
『
賃
銀
生
活
者
』
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
、
産
業
資
本
家
i
す
な
わ
ち
、
買
い
手
と
し
て
全

事
業
を
開
始
し
、

か
つ
終
結
き
せ
る
産
業
資
本
家
l
の
下
へ
の
貨
幣
の
形
態
上
の
還
流
で
あ
る
」

(ω
・
N
C
岱)。

(
日
)
こ
の
あ
と
、
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
こ
こ
で
、
計
算
は
明
ら
か
に
と
ぎ
れ
て
い
る
。
ケ
ネ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
算

す
る
ら
し
い
。
食
糧
で
の
十
億
(
1
↑
乏
を
F
が
P
に
与
え
る
(
線

a
l
b
-

十
億
の
原
料
を
も
っ
て
F
が
S
の
元
本
を
填
補
す
る

(
a
l
b
-

ま
た
十
億
の
食
料
は
、

S
が
商
品
の
価
値
に
付
加
し
、
こ
の
付
加
中
に
食
料
と
し
て
消
費
す
る
と
こ
ろ
の
S
の
労
賃
を
な
し
て
い
る

(
c
l
d
)
0

そ
し
て
十
億
が
再
生
産
の
た
め
に
残
り
(
ぜ
て
流
通
に
は
入
り
こ
ま
な
い
。
た
だ
ケ
ネ
ー
は
、

S
が
こ
の
十
億
の
製
造
口
聞
を
も
っ
て
借
地
農
業
者

か
ら
食
料
も
原
料
も
買
う
こ
と
な
く
、
彼
自
身
の
貨
幣
を
彼
に
払
い
も
ど
す
と
い
う
こ
と
を
見
逃
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ネ
ー
は
最
初
か
ら
、

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
一
一
一
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

七



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

二
八

借
地
農
業
者
は
彼
の
総
生
産
物
の
ほ
か
に
二
十
億
の
貨
幣
を
も
ち
、
こ
れ
が
要
す
る
に
、
流
通
す
る
貨
幣
が
く
み
だ
さ
れ
る
一
元
本
だ
と
い
う
前
提
か

ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
彼
は
、
五
十
億
の
総
生
産
物
の
ほ
か
に
、
な
お
二
十
億
の
総
生
産
物
が
新
し
い
収
獲
の
前
に
つ
く
ら
れ
た
製
造
品
で

存
在
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
五
十
億
は
、
『
借
地
農
業
者
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
年
生
産
の
総
体
、
:
:
・
・
収
獲
の
総
体
だ
け
を

あ
ら
わ
し
』
、
製
造
業
の
総
生
産
物
|
す
な
わ
ち
、
そ
の
再
生
産
諸
要
素
が
こ
の
収
獲
か
ら
填
補
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
製
造
業
の
総
生
産
物
ー
を
決
し

て
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
(
m
-
N
C
日)。

『
表
』
に
お
け
る
商
品
流
通
と
貨
幣
流
通
、
貨
幣
還
流
の
四
つ
の
形
式
、

お
よ
び
貨
幣
の
流
通
速
度
と
転
態
の
媒
介
等
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
当
面
注
目
す
べ
き
主
要
な
結
論
部
分
だ
け
を
摘
記
し
て
お
く
。

ω
貨
幣
の
還
流
は
、
買
手
が
再
び
売
り
手
に
な
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、
新
し
い
商
品
販
売
の
必
要
性
、

つ
ま
り
商
品
流
通
の
更
新
・
再
生
産
を
表
示
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し

他
方
で
は
、
資
本
家
が
労
働
者
に
対
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
再
生
産
上
の
一
行
為
を
示
さ
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
あ
と
の

場
合
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
な
ん
の
再
生
産
行
為
も
示
さ
ぬ
と
は
い
え
、
こ
の
行
為
の
た
え
ざ
る
反
復
、
還
流
の
連
続
性
を
示
す
限
り

で
は
、
再
生
産
上
の
一
行
為
を
あ
ら
わ
す
と
い
え
る
。

ω
W

資
本
の
貨
幣
形
態
へ
の
再
転
化
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
貨
幣
還
流
は
、
必
然
的

に
一
回
転
の
終
り
を
示
し
、
ま
た
資
本
が
資
本
と
し
て
運
動
を
続
け
る
場
合
に
は
、
新
し
い
再
生
産
の
開
始
を
示
す
。
こ
の
場
合
資
本
家

は
、
最
初
に
売
り
手
、

つ
い
で
買
い
手

(
G
W
)
と
な
る
。
こ
の

G

W

の
さ
い
、

W
は
資
本
の
再
生
産
要
素
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
G

l
w
は
貨
幣
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
化
を
あ
ら
わ
す
。

付

実
際
に
は
(
わ
れ
わ
れ
の
計
算
に
よ
れ
ば
)
、

二
十
億
の
貨
幣
は
つ
ぎ

の
こ
と
に
役
立
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

ω二
十
億
の
地
代
を
貨
幣
で
支
払
う
た
め
。
凶
借
地
農
業
者
の
三
十
億
の
総
生
産
物
を
流
通
さ
せ
る

た
め
、
ま
た
、

S
の
二
十
億
の
総
生
産
物
を
流
通
さ
せ
る
た
め
。
貨
幣
の
還
流
は
、

一
系
列
の
取
引
に
お
け
る
貨
幣
差
額
が
、
こ
の
系
列

の
開
始
点
た
る
買
い
手
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
が
、
ま
た
そ
れ
は
、
差
額
の
支
払
を
あ
ら
わ
す
こ
と
な
し
に
も
生
じ
う
る
。

つ
ま

り
、
差
額
が
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
で
も
、
相
殺
が
全
然
さ
れ
ず
に
差
額
が
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に
も
生
じ
う
る
。
こ
れ
ら
す



べ
て
の
場
合
、
貨
幣
は
そ
れ
を
い
わ
ば
流
通
に
前
払
い
し
た
人
の
手
に
還
流
す
る
。
「
こ
の
場
合
に
は
、
貨
幣
は
た
だ
流
通
手
段
と
な
る

に
す
ぎ
な
い
。
最
終
の
資
本
家
達
が
互
い
に
支
払
い
あ
い
、
こ
う
し
て
貨
幣
は
そ
の
支
払
者
の
下
に
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
な
お
、
あ
と

で
考
察
す
べ
き
末
解
決
の
問
題
|
|
す
な
わ
ち
、
資
本
家
は
、
彼
が
流
通
に
投
下
し
た
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
を
そ
こ
か
ら
引
出
す
と
い
う

問
題
ー
ー
が
残
っ
て
い
る
」

(ω
・
ω
O由
)
。

四

『
表
』
の
総
括
的
評
価
。

「
事
実
上
、
こ
の
試
み
ー
ー
ー
と
い
う
の
は
、
資
本
の
生
産
過
程
全
体
を
再
生
生
過
程
と
し
て
説
明
し
ょ

う
と
す
る
試
み
、
す
な
わ
ち
、
流
通
を
単
に
こ
の
再
生
産
過
程
の
形
態
と
し
て
、
貨
幣
流
通
を
資
本
の
流
通
の
一
契
機
と
し
て
の
み
〔
説

現
す
る
〕
と
同
時
に
、
こ
の
再
生
産
過
程
の
な
か
に
収
入
の
起
源
、
資
本
と
収
入
聞
の
交
換
、
再
生
産
的
消
費
と
最
終
的
消
費
と
の
関

係
、
を
ふ
く
ま
せ
、
ま
た
、
資
本
の
流
通
の
な
か
に
消
費
者
と
生
産
者
間
の

(
実
際
に
は
資
本
と
収
入
聞
の
)
流
通
を
ふ
く
ま
せ
、
最
後

に
、
生
産
的
労
働
の
二
大
区
分
す
な
わ
ち
粗
生
産
と
製
造
業
と
の
あ
い
だ
の
流
通
を
こ
の
再
生
産
過
程
の
契
機
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
す

る
試
み
、
そ
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
を
、
事
実
上
つ
ね
に
六
つ
の
出
発
点
ま
た
は
復
帰
点
を
結
ぶ
五
本
の
線
だ
け
か
ら
成
り
た
つ
一

つ
の
『
表
』
で
、

l
し
か
も
、
経
済
学
の
幼
年
期
で
あ
る
十
八
世
紀
の
三
分
の
二
の
時
期
に
お
い
て
|
|
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
、
ー

ー
こ
う
し
た
試
み
は
、
き
わ
め
て
天
才
的
な
、
疑
い
も
な
く
最
も
天
才
的
な
着
想
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
来
、
経
済
学
が
そ
の
お

か
げ
を
こ
う
む
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
資
本
の
流
通
、
資
本
の
再
生
産
過
程
、
資
本
が
こ
の
再
生
産
過
程
に
お
い
て
と
る
さ
ま
ざ
ま

な
形
態
、
資
本
の
流
通
と
一
般
的
流
通
と
の
関
連
、
従
っ
て
、
資
本
と
資
本
と
の
交
換
ば
か
り
で
は
な
く
資
本
と
収
入
と
の
交
換
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
|
|
ス
ミ
ス
は
実
際
に
は
、
重
農
主
義
者
の
遺
産
を
相
続
し
、
財
産
目
録
の
個
々
の
項
目
を
一
層
厳
密
に
分
類
し
細
記
し

た
に
す
ぎ
な
い
。

ス
ミ
ス
は
、

ケ
ネ
ー
が
そ
の
誤
っ
た
諸
前
提
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
経
済
表
』
の
構
想
に
よ
っ
て
示
唆
し
た
ほ
ど
、
運

動
の
全
体
性
を
正
し
く
説
明
し
解
釈
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」
(
印
・

ω
2
1
8
3
0

再
生
産
論
(
吋
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

九



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
一
一
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

。

以
上
の
概
括
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
こ
の
「
岐
論
」
で
は
、
主
と
し
て
、

ケ
ネ
!
の
『
表
』
の
検
討
が
、
商
品
生
産
物
(
W
)

の
再

生
産
と
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
現
わ
れ
る
貨
幣
の
遍
流
運
動
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
察
が
再
生
産
論
の
成
立
上
で

占
め
る
位
置
に
つ
い
て
は
、

の
ち
に
も
ふ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
つ
ぎ
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

)
 

Y
E
E
A
 

(
 
さ
し
当
う
て
ま
ず
、
こ
こ
で
の
貨
幣
の
還
流
運
動
に
か
ん
す
る
考

f

援
は
、

マ
ル
グ
ス
の
「
経
済
表
』
|
|
と
く
に
そ
の
貨
幣
の
還

流
運
動
ー
ー
ー
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、

(
分
量
的
に
)
最
初
の
「
ま
と
ま
っ
た
」
研
究
で
あ
り
、
そ
の

E

怠
味
で
、

「
二
巻
三
篇
」
|
|

と
く
に
「
第
五
節
」

1

1
の
展
開
に
と
っ
て
も
重
要
な
研
究
を
な
す
(
こ
の
点
後
述
)
。

と
り
わ
け
、
貨
幣
還
流
の
二
つ
の
区
別
l
l
i
す
な
わ
ち
、
生
産
的
消
費
に
媒
介
さ
れ
、
再
生
産
お
よ
び
資
本
の
価
値
増
殖
を
表
現

す
る
還
流
運
動
G
I
W
|
G
と
、
個
人
的
消
費
に
媒
介
さ
れ
再
生
産
を
表
現
し
な
い
還
流
運
動
G
l
w
l
G
と
の
区
別
ー
ー
が
お
こ
な
わ

百且(
 

れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
全
生
産
物
の
填
補
を
考
察
す
る
な
か
で
資
本
家
と
労
働
者
間
の
流
通
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
資
木
家
へ
の
貨
幣

還
流
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
後
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
的
総
資
本
の
運
動
を
把
握
す
る
う
え

で
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
第
一
に
、
こ
の
点
が
明
確
に
な
っ
て
始
め
て
、
労
賃
支
出
を
媒
介
と
す
る
商
品

流
通
と
貨
幣
の
還
流
運
動
が
、
資
本
の
流
通
運
動
と
絡
み
あ
い
つ
つ
貨
幣
資
本
の
再
現
を
一

I

保
障
」
し
社
会
的
総
資
本
の
流
通
の
一
環
と

し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
点
の
明
確
化
は
ま
た
、

つ
ぎ
の
と
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

と
を
も
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
年
総
生
産
物
の
流
通
は
、
生
産
的
消
費
と
個
人
的
消
費
を
表
現
す
る
二
つ
の
貨
幣
還

流
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
、
年
総
生
産
物
の
各
成
分
の
流
通
や
そ
の
さ
い
の
貨
幣
還
流
を
分
析
す
る
場
合
に
は
、
流
通
を
ば
、

商
品
お
よ
び
貨
幣
流
通
と
し
て
の
み
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
個
別
的
資
本
の
循
環
形
式
G
l
w
l
G
と
し
て
の
み
と
り
あ
げ
て

一
般
的
な

も
い
け
な
い
。

つ
ま
り
、
祉
会
の
全
諸
商
品
の
運
動
を
分
析
す
る
さ
い
に
は
、
個
別
資
本
の
運
動
と
は
別
簡
の
研
究
様
式
が
必
要
と
な
る



こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
三
に
、
以
上
の
点
の
明
確
化
は
、
年
総
生
産
物
の
再
生
産
と
流
通
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
流
通
の

型
G
|
G
や

p
l
pと
は
別
の
型
、

wー

wを
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
う
え
で
、
決
定
的
前
進
を
意
味
す
る
か

ら
で
あ
ド
剣
山
と
い
う
の
は
、

G
I
U
や

p
l
l
r
に
お
い
て
は
、
販
売
を
前
提
す
る
限
り
そ
の
商
品
が
ど
う
な
る
か
は
、
個
別
資
本
の
運
動

に
と
っ
て
は
係
り
の
な
い
こ
と
に
な
る
の
に
反
し
て
、

v
ー一“日刊

p
-
w
に
お
い
て
は
、
最
初
の

V
中
に
不
変
資
本
と
可
変
資

本
、
お
よ
び
剰
余
価
値
が
ふ
く
ま
れ
、
消
費
が
必
然
的
に
一
役
割
を
演
じ
、
そ
の
循
環
運
動
も
生
産
的
消
費
と
個
人
的
消
費
を
ふ
く
む
こ

と
か
ら
、
総
生
産
物
W
の
各
成
分
が
ど
う
な
る
か
が
追
求
さ
れ
、
従
っ
て
ま
た
、
社
会
的
再
生
産
の
諸
条
件
が
と
ら
え
ら
れ
う
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ケ
ネ
l
自
身
に
あ
っ
て
も
、
貨
幣
の
問
題
は

G
I
G
と
い
う
よ
り
も
W

W

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
経

済
の
目
的
は
、
反
復
さ
れ
る
価
値
増
殖

-
W
の
再
生
産
・
と
し
て
、
さ
ら
に
資
本
の
総
過
程
も
、

W

G

・
G
i
p
-
-
-
W
と
し
て
描
か
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
社
会
の
再
生
産
過
程
全
体
を
ば
単
な
る
貨
幣
の
運
動
と
し
て
立
な
く
、
商
品
の
再
生
産
と
流
通
し

(
汀
)
(
団
)

て
、
し
か
も
、

w
i
wと
し
て
把
握
し
た
点
に
こ
そ
彼
の
す
ぐ
れ
た
手
腕
が
存
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
が
、
当
時
右

の
よ
う
に
ケ
ネ
ー
を
評
価
し
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
、

本
「
岐
論
」
冒
頭
の
銭
述
|
|
「
こ
の
『
表
』

に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と

は
、
貨
幣
流
通
が
、
商
品
流
通
と
商
品
の
再
生
産
に
よ
っ
て
事
実
上
で
は
資
本
の
流
通
過
程
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
・
:
」
と
い
う
鮫
述
i
!ー
や
『
表
』
の
評
価
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
c

(
時
)
ち
な
み
に
、
『
要
綱
』
で
は
、
右
の
こ
と
が
ら
に
関
連
す
る
叙
述
と
し
て
つ
ぎ
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
「
・
:
資
本
は

W
I
G
-
G
W
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
G
l
w
l
w
G
で
も
あ
る
。
し
か
も
単
純
流
通
の
二
つ
の
形
態
は
、
こ
こ
で
は
同
時
に
、

G

G
が
貨
幣
を
創
造
す
る

貨
幣
で
あ
り
、
ま
た
w
i
w
は
、
そ
の
使
用
価
値
が
再
生
産
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
増
殖
さ
れ
も
す
る
商
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
す
t

ふ
ん
だ
規
定
を
う
け
て
い
る
。
こ
こ
で
資
本
流
通
に
入
り
こ
み
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
貨
幣
流
通
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
で
は
、
貨
幣
は
明
ら
か
に
種
々
の
諸
規
定
で
措
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
と
の
つ
い
で
と
し
て

(g
吉田由

E
C
の
べ
る
に

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
〉



再
生
産
論
(
吋
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

止
め
た
い

l
な
ぜ
な
ら
、
問
題
は
結
局
(
自
守
口
仏
)
、
多
数
の
諸
資
本
が
そ
の
棺
互
の
作
用
と
反
作
用
と
に
お
い
て
考
察
さ
れ
た
の
ち
に
、
始
め

て
論
じ
う
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」

2
・
E
3
0
7
:資
本
の
流
通
は
一
般
的
流
通
に
対
す
る
関
係
行
為
を
維
持
す
る
。
資
本
自
身
の
流
通
は
こ
の

一
般
的
流
還
の
一
契
機
を
な
し
て
お
り
、
ま
た
流
通
そ
れ
自
体
は
資
本
に
よ
ョ
て
措
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
の

ち
に
考
察
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

2
・日目印
)

0

(
げ
)
ケ
ネ
ー
は
、
「
宣
(
心
富
」
と
「
金
銭
的
富
一
と
を
区
分
し
、
一
消
費
せ
ら
れ
且
つ
年
々
再
生
す
る
と
こ
ろ
の
」
商
品
こ
そ
、
「
真
の
富
」
で
あ

T
ム

官

且

官

邸

り
、
貨
幣
は
「
商
業
の
用
兵
」

(
5
2
2
8口町回目白音

8
5
5
2口
町
)
、
「
再
生
産
な
き
、
一
瞬
に
し
て
消
え
失
せ
る
仲
介
的
小
富
た
る
に
過
ぎ
ぬ
」

も
の
と
把
握
し
て
い
た

(
Iと
E
、
『
人
間
論
』
坂
田
訳
〈
ケ
ネ
l
経
済
表
以
前
の
諸
論
稿
V
H
V
-
g
l
g・
M
Y
M
g
o
E、
吋
経
済
表
l
重
要
考
察
』

増
井
・
戸
田
訳
司
・
芯
。
そ
の
他
『
経
済
表
|
原
則
に
就
い
て
の
註
釈
』
同
訳
℃

-
H
g
i
ロH)。
こ
う
し
た
把
握
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
反
マ

ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
た
つ
も
の
で
あ
ヮ
て
、
彼
は
事
実
上
、
資
本
家
的
立
場
に
た
っ
て
W
の
単
な
る
結
果
と
し
て
の
一
G
と
、
資
本
家
的
生

産
の
直
接
的
成
果
た
る

W
と
を
区
別
し
、

W
の
販
売
結
果
と
し
て
え
ら
れ
た
G
は
、
過
程
の
終
結
点
を
な
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
℃
、
再
び

W
の
生

産
に
投
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
『
人
間
論
片
訳
、

P
N
∞ω・匂

-ss。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
に
あ
ヮ
て
は
、
貨
幣
問
題

は、

G
I
G
で
な
く

w
l
wと
し
て
、
経
済
の
全
過
程
は

W
I
G
-
G
i
p
-
-
-
W
と
し
て
搭
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
諸
点

は
、
渡
辺
輝
雄
氏
の
論
文
『
ケ
ネ
l
に
お
け
る
「
国
富
」
の
見
解
に
つ
い
て
』
の
「
五
、
『
真
の
富
』
と
『
金
銭
的
富
』
」
(
東
経
大
学
会
誌
第
二
八

号
)
に
詳
し
い
。
本
稿
の
右
の
把
握
も
、
主
と
し
て
氏
の
見
解
に
数
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
国
)
「
W
:
・W
は
ケ
ネ
l
の
経
済
表
の
基
礎
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
G
:
・G

(
重
商
主
義
が
孤
立
さ
せ
て
固
持
し
た
形
態
)
に
対
立
す
る
こ
の

形
態
を
選
ん
で

p
:
・p
を
選
ば
な
か
っ
た
と
い
う
乙
と
は
、
偉
大
で
正
確
な
腕
前
を
一
示
す
、
も
の
で
あ
る
」
ハ
Z
同
名
目
S
H
3
]
{

・∞
-
C
日)。

直

マ
ル
グ
ス
は
、

ケ
ネ

1
の
「
試
み
」
を
し
て
、
年
々
の
資
本
家
的
再
生
産
過
程
の
全
体
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
さ
い
、
貨
幣
流
通
を

資
本
流
通
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
と
同
時
に
、
資
本
流
通
と
一
般
的
流
通
と
を
そ
の
絡
み
あ
い
に
お
い
て
と
ら
え
、
従
っ
て
、
生
産
的
消

費
と
個
人
的
消
費
お
よ
び
資
本
と
収
入
と
の
関
連
に
お
い
て
過
程
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
「
試
み
」
だ
と
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
試

み
」
(
あ
る
い
は
視
点
)
こ
そ
は
、
ま
さ
に
マ
ル
ク
ス
の
円
経
済
表
』
を
貫
徹
す
る
中
心
的
課
題
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
、
「
二
巻
三
篇
」

に
固
有
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
決
定
的
に
重
要
な
視
点
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ル
グ
ス
の



て
い
た
)
こ
と
を
物
語
る
一
つ
の
示
唆
と
し
て
も
、

こ
う
し
た
評
価
の
仕
方
は
、
当
時
す
で
に
彼
が
こ
う
し
た
「
試
み
」
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
構
想
を
も
ち
始
め
て
い
た
(
あ
る
い
は
も
っ

さ
ら
に
、
再
生
産
論
の
成
立
過
程
に
お
い
て
一
つ
の
到
達
点
1

1
マ
ル
ク
ス
『
経
済

表
』
の
課
題
を
、
事
実
上
ケ
ネ

l

『
表
』
の
評
価
を
と
お
し
て
表
現
し
え
て
い
る
と
い
う
到
着
点
ー
ー
を
示
す
も
の
と
し
て
も
、
注
目
す

(四〉

べ
き
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
「
岐
論
」
は
、
マ
ル
ク
ス
が
ケ
ネ

I
『
表
』
自
体
の
「
謎
」
を
い
か
に
解
釈
し
て
い
る

か
と
い
う
点
で
も
す
ぐ
れ
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
点
は
、
次
章
で
若
干
ふ
れ
う
る
以
外
に
は
、
当
面
の
課
題
に
と
っ
て
第

二
次
的
問
題
な
の
で
そ
れ
以
上
た
ち
入
ら
な
い
。

ヘ
刊
日
)
小
林
賢
斎
氏
の
論
文
(
前
述
)
は
、
『
要
綱
』
や
『
学
説
史
』
に
お
け
る
諸
殺
述
を
と
お
し
て
「
表
式
」
の
形
成
を
考
察
せ
ん
と
し
た
(
お
そ

ら
く
)
最
初
の
試
み
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
論
文
で
氏
は
、
本
「
蚊
論
」
で
貨
幣
の
還
流
運
動
の
二
つ
の
区
分
が
確
立

さ
れ
た
こ
と
を
通
じ
て
「
流
動
資
本
の
可
変
的
部
分
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
に
い
た
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
要
綱
』
の
流
通
に
か
ん
す
る
規
定
が
克
服
さ
れ
た
と
き
れ
、
そ
の
点
に
本
「
岐
論
」
の
重
要
な
意
義
を
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

(
前
掲
論
文
司
・

8
H
1
8
0
つ
ま
り
氏
は
、
『
要
綱
』
に
お
け
る
流
通
概
念
の
諸
規
定
に
一
定
の
「
混
乱
」
(
こ
れ
は
氏
自
身
の
言
葉
で
は
な
い
)
を

認
め
ら
れ
そ
の
克
服
を
云
々
さ
れ
て
お
ら
れ
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
混
乱
」
と
い
う
意
味
は
、
ス
ミ
ス
流
の
「
流
動
資
本
と
流
通
資
本
と
の
混
同
」

(
岡
市
・
∞
∞
)
に
基
づ
い
て
、
「
流
動
資
本
第
二
形
態
」
を
「
生
産
物
(
給
養
品
こ
と
し
、
流
動
資
本
の
規
定
の
下
に

C
+
V
+
m
と
い
う
価
値
規

定
を
埋
没
さ
せ
、
生
産
資
本
内
部
で
の
資
本
要
素
の
価
値
の
流
通
上
の
区
分
か
ら
く
る
資
本
の
区
別
で
、
総
生
産
物
の
流
通
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る

「
混
乱
」
左
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
問
、

M
M
-
E
l
g
参
照
)
。
も
ち
ろ
ん
、
「
岐
論
」
の
意
義
を
『
要
綱
』
に
お
け
る
流
通
概
念
と
の
関
連
と

い
う
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
も
大
切
な
一
側
面
で
あ
る
。
ま
た
、
「
流
動
資
本
の
う
ち
可
変
資
本
部
分
」
と
い
う
表
現
が
示
さ
れ
て
い
る
点
も
、
資

本
と
収
入
、
可
変
資
本
と
労
賃
等
の
運
動
を
み
る
う
え
で
前
進
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
に
、
右
の
「
混
乱
」
の
意
味
の
解
釈
が
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
『
要
綱
』
の
流
通
規
定
の
主
要
な
側
面
が
ス
ミ
ス
の
線
に
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
氏
の
主
張
も
、
一
面
的
だ
と
い

う
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
く
な
る
で
あ
ろ
う
(
こ
の
具
体
的
な
諸
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
)
。
第
二
に
、
「
可
変

資
本
部
分
」
云
々
の
表
現
は
、
本
「
岐
論
」
よ
り
以
前
に
も
二
、
三
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
例
え
ば
、
『
学
説
史
』
一
七
七
ペ
ー
ジ
)
。
従
っ
て

貨
幣
流
通
の
二
区
分
か
ら
右
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
に
い
た
る
と
い
う
主
張
も
い
さ
L

か
説
得
力
に
と
-
ほ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
補
足
し
て
お
け
ば
、

再
生
産
論
会
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篤
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
八
一
)

四

氏
の
論
文
で
は
、
本
稿
第
一
、
二
節
に
み
た
付
論
の
意
義
に
か
ん
し
て
も
指
摘
が
あ
る
。
か
し
こ
で
は
い
ち
い
ち
指
摘
・
検
討
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な

か
ヲ
た
が
、
本
稿
の
見
地
と
の
異
同
は
、
こ
れ
を
対
比
す
る
な
ら
ば
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

第
四
節

そ
の
他
の
叙
述
部
分
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
絞
述
部
分
以
外
に
も
、

の
ち
の
展
開
上
ぜ
ひ
ふ
れ
て
お
く
べ
き
二
つ
の
箇
所
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
一
括
し

て
ふ
れ
て
お
く
。
な
お
、
と
れ
ら
の
箇
所
の
主
た
る
内
容
は
、
す
で
に
獲
得
さ
れ
た
論
点
が
「
適
用
」
さ
れ
、

「
利
用
」

さ
れ
て
い
る
も

の
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
重
復
す
る
と
こ
ろ
を
で
き
る
限
り
省
略
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

資
本
蓄
積
と
「
蓄
積
基
金
」
に
か
ん
す
る
部
分
。

こ
の
部
分
は
、

ノ
ー
ト
第
十
二
冊
お
よ
び
十
三
冊
に
お
け
る
リ
カ
ー
ド
蓄
積
論
の
批
判
の
な
か
に
み
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
、
『
尚
子
一
読
史
』

第
二
巻
第
十
七
章
「
リ
カ

i
ド
の
蓄
積
論
。

そ
の
批
判
」

(
資
本
の
基
本
形
態
か
ら
す
る
恐
慌
の
展
開
)

に
該
当
し
て
い
る

Q

さ
て
、

周
知
の
ご
と
く
リ
カ
l
ド
は
、

「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
に
基
づ
い
て
、
蓄
積
を
、
収
入
の
労
賃
へ
の
転
化
あ
る
い
は
可
変
資
本
の
蓄

不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
し
て
え
ら
れ
た
あ
の

積
と
混
同
し
て
い
た
。
こ
の
部
分
で
マ
ル
グ
ス
は
、
こ
う
し
た
り
カ
l
ド
の
誤
り
を
、

論
点
を
整
理
し
、
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
不
変
賢
本
の
大
部
分
を
占
め
る
固
定
資
本
は
、
そ
の
全

部
が
年
々
の
価
値
増
殖
過
程
に
入
り
こ
む
こ
と
な
し
に
年
々
の
労
働
過
程
に
入
り
こ
む
。
そ
の
う
ち
の
一
大
部
分
は
、
消
費
さ
れ
ず
再
生

産
の
繋
が
な
い
が
、
他
の
部
分
は
年
々
消
費
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
属
す
る
も
の
は
、

不
変
資
本
の
う
ち
価
値
増

殖
過
程
に
年
々
入
り
こ
む
部
分
の
全
体
、
お
よ
び
原
料
と
補
助
材
料
を
な
す
部
分
の
全
体
で
あ
る
。

一
一
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
不
変
資
本

の
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
、
不
変
資
本
の
う
ち
の
後
者
の
部
分
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
が
増
大
す
れ
ば
年
々
の



労
働
が
同
じ
で
も
、
年
生
産
物
分
量
も
、
空
た
そ
の
価
値
も
増
加
す
る
。
か
か
る
増
加
こ
そ
、
資
本
蓄
積
の
一
形
態
で
あ
る
c

全
般
的
蓄

積
の
場
合
、
利
潤
の
う
ち
資
本
に
転
化
さ
れ
る
部
分
を
み
る
と
、
剰
余
価
値
(
利
潤
)
の
一
部
は
販
売
さ
れ
ず
に
直
接
に
資
本
へ
転
化
さ

れ
、
生
活
資
料
と
し
て
い
λ

は
な
く
産
業
的
に
消
費
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
る
利
潤
の
全
部
が
可
変
資
本
へ
転
化
さ
れ
る
の
で
は

な
い
(
こ
の
こ
と
は
、
農
業
生
産
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
)

C

従
っ
て
こ
の
場
合
、
蓄
積
と
は
拡
大
き
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
利
潤
の
一
部
は
、
労
賃
ま
た
は
そ
の
他
の
商
品
と
交
換
さ
れ
ず
に
直
接
そ
れ
自
'
身
の
生
産
部
門
で
生
産
手
段
と
し

て
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
剰
余
生
産
物
と
し
て
の
機
械
を
つ
く
る
機
械
も
販
去
さ
れ
ず
に
不
変
資
本
と
し
て
蓄
積
に
入
り
こ
む
。
ま
た
、

剰
余
生
産
物
(
そ
の
利
潤
部
分
)
の
一
部
は
、

不
変
資
本
の
生
産
部
門
間
の
交
換
を
と
お
し
て
も
不
変
資
本
に
再
転
化
さ
れ
る
。
こ
の
さ

い
も
、
年
付
加
労
働
の
一
部
が
可
変
資
本
へ
転
化
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
直
接
に
不
変
資
本
へ
転
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
み
た
よ
う
な
批
判
の
骨
子
は
、
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
二
十
三
章
「
第
二
節

拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
経
済

学
上
の
謬
見
」
で
示
さ
れ
る
に
い
た
る
。
同
時
に
、
こ
こ
で
蓄
積
を
ば
、
利
潤
の
不
変
資
本
と
可
変
資
本
と
へ
の
、
生
産
手
段
と
労
働
力

と
へ
の
転
形
と
し
て
、
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
と
し
て
明
示
し
た
こ
と
は
、
再
主
産
論
に
お
い
て
蓄
積
問
題
を
正
し
く
扱

う
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
蓄
積
に
さ
い
し
て
生
産
手
段
部
門
内
部
で
の
不
変
資
本
の
填
補
の
さ
れ
方
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
c

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
か
ら
残
さ
れ
て
い
た
問
題
l
i蓄
積
が
、
収
入
と
収
入
と
の
交
換
、
資
本
と
収
入
と
の

交
換
、
資
本
と
資
本
と
空
交
換
に
ど
う
作
用
す
る
か
と
い
う
問
題
(
第
二
節
参
照
)
|
|
の
一
部
が
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
ο

つ
ぎ
に
「
蓄
積
基
金
」
に
か
ん
す
る
箇
所
に
つ
い
て
。
こ
の
箇
所
は
、

の
ち
に
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
表
』
か
ら
『
再
生
産
表
式
』
へ
の

移
行
の
問
題
を
論
ず
る
さ
い
に
か
ム
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
便
宜
上
、
引
用
だ
け
を
し
て
お
く
。

「
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
一
年
間
の
あ
い
だ
に
は
、

一
{
疋
数
の
機
械
類
が
、
現
実
に
新
機
械
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
た
え

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
ゴ
一
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
〈
一
)

五



再
生
産
論
告
資
本
論
・
二
巻
三
編
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
〉

ム/、

ず
到
達
す
る
。

現
実
に
現
物
で
新
し
い
機
械
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

て
、
こ
れ
に
照
応
し
て
機
械
類
が
年
々
平
均
的
に
生
産
さ
れ
る
。
こ
の
機
械
類
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
価
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
の
再

従
っ
て
、

年
々
一
定
量
の
古
い
機
械
等
は
、

そ
し

生
産
期
間
に
応
じ
て
商
品
の
売
上
高
の
な
か
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

つ
ぎ
の
事
実
に
は
変
り
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
年
々
の

生
産
物
の
一
大
価
値
部
分
っ
き
り
年
さ
ぐ
の
生
産
物
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
価
値
の
一
大
部
分
は
、
た
と
え
ば
十
二
年
後
に
も
と
の
機
械

を
填
補
す
る
た
め
に
は
必
要
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
、
年
々
十
二
分
の
一
づ
つ
を
現
物
で
填
補
す
る
要
は
な
い
の
で
あ
ヮ
て
、
そ
ん
な
こ

と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
右
の
基
金
の
一
部
は
、
商
品

l
iた
え
ず
流
通
に
投
げ
こ
ま
れ
る
が
す
ぐ
に
は
そ
こ
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い

商
品
ー
ー
ー
が
販
売
さ
れ
、

ま
た
は
支
払
わ
れ
る
以
前
に
労
賃
を
支
払
い
ま
た
は
原
料
を
購
買
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
一
年
間
全
体
に
つ
い
て
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
年
内
に
回
転
す
る
商
品
は
完
全
に
そ
の
価
値
を
実
現

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
す
な
わ
ち
そ
の
う
ち
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
労
費
、
原
料
、
磨
損
し
た
機
械
、
剰
余
価
値
も
全
部
こ
れ
を
支
払
い
、
実
現

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の
不
変
資
本
、
従
っ
て
多
く
の
固
定
資
本
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
生
産
物
価

値
の
う
ち
で
固
定
資
本
の
磨
損
分
を
填
補
す
る
部
分
の
な
か
に
は
一
つ
の
蓄
積
基
金
が
存
在
し
、
こ
れ
を
使
用
す
る
者
の
立
場
か
ら

l
l

蓄
積
の
こ
の
部
分
の
た
め
に
剰
余
価
値
か
ら
の
な
ん
の
控
除
も
な
し
に
1
1
1
固
定
資
本
の
〈
あ
る
い
は
流
動
資
本
の
)
投
下
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
(
マ
カ
ロ
ヅ
グ
を
み
よ
)
。
こ
の
蓄
積
基
金
は
、
巨
大
な
固
定
資
本
が
存
在
し
な
い
生
産
段
階
や
国
民
に
お
い
て
は
み
ら

れ
な
い
。
こ
れ
ば
重
要
な
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
改
良
や
拡
張
を
た
え
ず
お
こ
な
う
た
め
の
基
金
で
あ
る
」

(ω
・
お
∞
i
口。。

(
加
)
一
八
六
二
年
八
月
二
十
日
付
、
マ
ル
ク
ス
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
を
み
る
と
、
右
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
〈
こ
の
ノ

ー
ト
(
第
十
二

t
一
一
一
冊
)
も
そ
の
こ
ろ
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
者
ら
の
見
解
に
か
ん
す
る
部
分
。



ノ
ー
ト
十
四
冊
中
に
は
、
資
本
家
的
生
産
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
側
か
ら
論
難
す
る
た
め
に
、

リ
カ

l
ド
学
説
に
よ
り
な
が
ら
も
そ

の
学
説
に
お
け
る
矛
盾
を
つ
く
人
々
|
|
i
パ
ン
フ
レ

γ
ト
作
者
、

レ
ヴ
ィ
ン
ス
ト
ー
ン
、

ホ
ジ
ス
キ
ン
等
|
|
の
見
地
を
扱
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
に
、
単
純
再
生
産
と
拡
大
再
生
産
に
お
け
る
総
生
産
物
の
填
補
に
つ
い
て
の
箇
所
|
|
以
前
に
獲
得
さ
れ

た
論
点
が
よ
り
一
般
化
さ
れ
一
部
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
箇
所
1

1
が
み
い
だ
さ
れ
治

V

(
幻
)
こ
の
箇
所
は
、
『
学
説
史
』
第
コ
一
巻
第
二
十
一
章
「
経
済
学
者
に
対
す
る
反
論
(
リ
カ
I
ド
理
論
に
基
づ
く
と
の
な
か
の
「
同
資
本
の
単
純

再
生
産
と
拡
大
再
生
産
に
お
け
る
資
本
と
収
入
と
の
交
換
に
つ
い
て
」
に
該
当
し
て
お
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
者
ら
の
検
討
か
ら
一
応
離
れ
た
岐
論

的
な
形
を
と
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
問
題
に
ふ
れ
た
の
は
、
利
潤
(
収
入
)
と
労
賃
と
の
関
係
や
、
こ
の
関
係
に
及
ぼ
す
外
国
貿
易
の
影
響

に
つ
い
て
彼
ら
の
見
解
を
検
討
す
る
場
合
に
、
資
本
家
と
労
働
者
の
収
入
源
泉
を
総
生
産
物
の
価
値
と
素
材
部
分
と
の
関
係
で
明
ら
か
に
し
て
お
く

必
要
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
ち
に
、
注
目
す
べ
き
要
点
だ
け
を
み
よ
う
。

(1) 

資
本
と
収
入
と
の
流
通
や
資
本
の
再
生
産
を
分
析
す
る
場
合
に
は
、
単
純
再
生
産
と
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
す
な
わ
ち
蓄

結
と
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

(ω
・
宮
町
)
。
こ
の
論
点
は
、
す
で
に
以
前
で
も
事
実
上
み
ら
れ
た
が
、
右
の
よ
う
に
一
般
的
に
示
さ
れ
た
点

で
注
目
に
価
す
る
。

ω
労
働
者
の
収
入
が
同
時
に
可
変
資
本
と

L
て
現
わ
れ
る
と
い
う
事
情
は
、
蓄
積
に
お
い
て
可
変
資
本
を
つ
く
り

だ
す
剰
余
(
生
活
手
段
か
ら
な
り
た
つ
)
が
、
不
変
資
本
を
つ
く
り
だ
す
剰
余
(
原
料
、
機
械
か
ら
な
り
た
つ
)
と
交
換
さ
れ
う
る
点
で

重
要
で
あ
る
と
い
う
論
点

3
・

2
F
1
2
3
0
以
前
に
資
本
と
収
入
と
の
交
換
が
考
察
さ
れ
た
と
き
〈
第
二
節
)
に
は
、
労
賃
も
一
括
し
て

収
入
と
い
う
扱
い
を
う
け
、
不
変
資
本
と
収
入
と
の
一
日
般
的
関
係
だ
け
が
研
究
さ
れ
、
蓄
積
に
お
け
る
資
本
と
収
入
と
の
交
換
に
か
ん
す

る
問
題
は
留
保
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
部
が
こ
こ
で
右
の
ご
と
く
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
蓄
積
に
お
け
る
総
生
産
物
の
填
補

の
諸
条
件
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
ず
、
両
部
門
で
の
各
要
素
の
組
合
せ
が
単
純
再
生
産
の
場
合
と
異
な
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
二
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

七



再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
一
一
巻
三
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
(
一
)

八

(n) 
ぃ
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
止
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
L
で
は
資
本
家
と
労
働

者
の
収
入
源
を
総
生
産
物
の
填
補
と
の
関
係
で
み
て
お
く
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
蓄
積
に
お
け
る
社
会
的
総
資
本
の
填
補
の
態
容
を
究
明

す
る
こ
と
が
固
有
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ほ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
泣
)
・
氏
名
目
g
H
3

同
・
印
-
h
H
り
・
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
学
説
史
』
で
は
、
再
生
産
論
に
か
か
わ
る
考
察
と
は
無
関
係
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の

べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
「
蓄
積
は
決
し
て
直
接
に
働
か
せ
る
新
労
働
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
を
他
の
方
向
に

向
け
変
え
さ
え
す
れ
ば
よ
い
」
、
資
本

24M積
は
、
「
労
働
の
生
活
資
料
の
直
接
的
生
産
が
生
産
手
段
・
:
生
産
へ
転
化
寸
る
こ
と
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ

る
」
(
寸
OM--u・0
F
m
H同
M

・
E
・印・人甲山∞
l
由)。

(3) 

単
純
再
生
産
の
場
合
、
年
々
の
総
生
産
物
の
ど
の
部
分
が
新
付
加
労
働
を
表
示
す
る
か
と
い
う
点
の
説
明
様
式
。

A

〔
個
人
的
消
費
財
〕
。

こ
れ
は
三
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
る
。

第
一
は
資
本
家
の
収
入
で
、
そ
の
年
に
付
加
さ
れ
た
剰
余
労
働
に
等
し

ぃ
。
第
二
は
労
賃
で
こ
れ
は
労
賃
を
再
生
産
す
る
新
付
加
労
働
に
等
し
い
可
変
資
本
で
あ
る
。
第
三
に
原
料
、
機
械
等
。
こ
れ
は
不
変
資

本
で
あ
っ
て
、
生
産
さ
れ
ず
に
維
持
さ
れ
る
に
す
、
ぎ
な
い
生
産
物
の
価
値
部
分
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

A
に
属
す
る
こ
の
三
つ
の
部
分

a

，
 

を
、
そ
れ
ぞ
れ

r
、

v、
C
と
す
れ
ば
、

A
の
全
生
産
物
P
は、

C
を
マ
イ
ナ
ス
し
た
あ
と
は
新
付
加
労
働
を
示
す
。

B

G
産
業
的
消
費
財
〕
o

A
と
同
じ
く
、
一
二
つ
の
部
分
|

r
、

v、
cー
に
わ
か
れ
る
。
(
い
ま
、

A
と
B
と
の
関
係
を
み
る
と
)
、

「〈、、+代、
H
C
、」

3
・
ぼ
叶
)
で
、

C
は
B
の
た
め
の
可
変
資
本
と
収
入
に
転
化
さ
れ
、

V
と

r
は
A
の
た
め
の
不
変
資
本
C
に
転
化
さ

b

H

 

れ
る
。
ヵ
デ
ゴ
リ

1
3
の
生
産
物
P
か
ら
C
を
マ
イ
ナ
ス
し
た
残
り
は
、
そ
の
年
の
新
付
加
労
働
で
あ
る
。
ま
た
「
司
σ
!
句、
H
ゎ
、
」
(
同
)

で
あ
る
。
右
の
説
明
に
み
ら
れ
る
「
ぐ
ミ
十
円
、
、
日
々
」
と
い
う
表
現
様
式
は
、

の
ち
の
「
再
生
産
表
式
」
の
「
円
(
〈
+
冨
)

H

]

{

わ
」
と

い
う
表
現
様
式
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
前
者
は
後
者
を
着
想
す
る
た
め
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
古
川
で
注
意
を
ひ

か
れ
る
。



以
上
、
第
一
節
か
ら
第
四
節
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

門
学
説
史
』
に
は
、

再
生
産
論
に
直
接
関
連
し
そ
の
重
要
な
構
成
部
分
と
し
て
結

実
さ
れ
る
よ
う
な
多
く
の
研
究
や
観
点
が
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
さ
し
当
り
、

ノ
ー
ト
第
二
十
二
冊
に
お
け
る
『
経
済
表
』

に
結
実
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
『
表
』
の
成
立
を
と
お
し
て
、

『表』

に
示
さ
れ
る
内
容
な
り
こ
れ
ら
の
も
の
な
り
の
全

体
系
中
に
お
け
る
位
置
が
一
一
層
明
確
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
個
々
の
新
し
い
正
し
い
観
点
は
、
す
で
に
上
り
早
く
現
わ
れ
る
。

し
か
し
、

全
体
を
見
渡
し
て
新
し
く
秩
序
さ
つ
け
る
こ
と
は
、
全
体
を
究
め
つ
く
し
て
か
ら
始
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
る
し

(
エ
ン
ゲ
ル
ス

カ
ウ
ツ
キ

ー
へ
の
手
紙

一
八
八
三
年
九
月
十
八
日
付
)
。
つ
ぎ
に
マ
ル
ク
ス
『
経
済
表
』
の
考
察
に
移
ろ
う
。

一
九
六
六
三
・
十

再
生
産
論
(
『
資
本
論
・
一
一
巻
一
一
一
篇
』
)
の
成
立
に
つ
い
て
〈
一
〉

九




